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冬

冬が乗た

無二乗って・木枯らしの

ある朝

洛顔の木々をぶるわせ、努栗に

楚よか賢しを者を震え上がらせよ

心せよ、醜藤なるもの

冬が兼た．うれしい冬だ

嵐よ勘ナ、己の内藤をふきさらせ

頭の呼まで貫き適せ

冬

息のつま石ような冬
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磯雄．廉におもう

繊　　鮭　　康

弁三麿繊鮭項をふソかえりて

繊度後継者をj旦坐して

緻應履後免

フロック瑚工を担当して

外東名は達観要像をビラ見たか

感鮭夜アンケ√ト鰭泉

かた／フむソ

勝手な方へ

肇内民主化尊敏への7，レリュ′ド

「ブプンジをなくそう」を読んで

一そのダーダについて感言たこと∵一

アナ⊂フジ＿
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環々威張化草終生が、莱嵐の話し合い　の場を蹄ち、お互いをよ　く

墾解し　＿　犠脛比婆斜の発展のために個々のエスノレギノ　葱鮪廉す

るべき　きっかけをつくるこ　と。
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繊稚展におもう
禰　宅　雀・苦

〃乳ガ～ぷ日の穀晴れの牢に行なわれた牙3回繊鰹象に便々一つめかげる人

の免れを見ていると繊線化琢教豪も賂介変わったものとの感慨に心げってい

た。私がこの学按にやっかいになったの！ま今より約万を前だった。

泉戦の積載の甲そ木星の教蜜でガスも水産も出ない巽痺餐そ、ヒ姶そ炭火

をもやしながら尊命を行なった孝、又象からいもや米をかっし）そ果ては桑島

象凛と交壊した学など楽しい思い出となっている。

しかし認門学績が大学になる醇、どうした夢か磯雄化嘗科の療止が孝枝の

主脳都の媚や凍定された夢や㌧　これを夜空伺毎会の葱豪産が助けてくれた肇

など、更に辟れ障子の妓まった敷糸工窟鉢に出煮た新しい努験象で何とか清

浄乞見出レ　草生、卒寮生∠ノ鰭に苦しんだゝ軍など、、これらの酎ギに安まれ

た叔真が今の碑銘の蕃礎を作っていろ琴など思し＼出される。

控の先生方もそうである厳に私も塩分と色々を琴芝やってみたク　今はやり

の者乗せはないが「何でもでリましよう」とまう肇だ。／節宛資が佼い櫓にエ

療色数かしそ出来たナイロン糸が、蛇ガ、疫老のんだ線にヂつ求、コそある均菟部

に宣ら不、仕方がないのでロザγにして包郵動こうけ東都の町中色足り慮り

葱歩き、簿かすぼ巌く日本牙芸のナイロンエ贋ヒやせ威礫をはっていた蓼も

あった（東レ．臼レの吹）。めるいは麓占、々ビニロン老来めてやろうヒモノ

クロール酔顔をつけたり、アゝそこヤでたいたり　して矢歎した夢もあった。

スめる蹄はどこノレの蜜合で火夢となり手練学生に大火傍を煩わし、新待針二魚

名七三りした翠もあり、全くやせる思いを裟廣▲かした。この確を少しオーノヾ

岬を蓋い方をすれば．覿兄素に見赦されて凝草庵斗？している中tこも、甥好

きな人渡が東まって煮ていた。丁項嵐に僚っし1た准濱衝が款しい逸雑感に俵

る続に．ニラしてその人象は養い世界を怒っていた。孝の見覇をもって毎か

藍の考を修優し鱒めた。仰丁賃その時、攻姫草野の域が、押訝せて釆た。今

鼠誌もかえり魂るこてもなし＼魂には深い水魔・が撮られ、新しいエ虜の野はと

もった。

このようにして感鮭化学裁覆せ生まれた比率練達目を潜む、るに奮ったβ格

につぶされようとした敬愛ぼオー鴎の脇維象でその存在を孝和二確立した。
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T∴．　　＿ そして新しい鉄筋の風物が、柁られるに象った。

謙二回目の繊鮭凌ば新しい泉郷の客東を棍って行なわれた．・もうこの酒嫁

鍵の百から牒ても磯雄乞いラものは全く拍車工東の鼠衆の子衆である孝が挙j

弼した。この時は繊鮭化学観象隠日本の感線化客数を」ニ威及しはじめた緒や

めった‘7　只残念な争！ニ演外部のケンランたる繊鮭梨蚤に目を恕われて怒藍の

耽県がめ蒙り違巧を海・びなかったことである．牙二回員の友協会にぼそり等

が親詞これ空夢が群ロのように払い出される。

それかり閏年粂リの蔵巨日豊経った。繊鮭化学教蜜も爵門尊萩賠武を終えて

軍やノ＼イティーンの蹄代となった．こうしてこの風琴閲は変りの多い紆君で

めフたク　この時努三回毎の鱗絃像が＼学笠の菟轟の下に掃摩された。狩に辞儀

を得たとも云ラべそでめろうク　そしてこの像未会え空っかけとして世界の繊

線化啓鉢に頗長しなければ、ならないグ　新しし1線鮭、葛分与のノヾイオニヤーと

して務乞刀に満ちて世界に怒払して行かねばならない。そして節気の鋭衆の

大きさをこ引締鑑我々が蘭った尊ばなかった○

終りに節電乞蟹草庵しているアメリカの各社（八幡毅録象の大きさ）の毛

・・　　‾・・∴　二

・・∴・・ご・・・・　′∴　√∵∵　′一二‥　一一・・‥こ：・－，く・－

ちなみにこの会社の歳上げのJ、㌻勘式最近∫拳礪匂社で折襟した御免の汲

沢によるものでめる。外国の蔵匿乞各人し、外国の文献を汲む孝の頑を政孝

とする日本の大金煮及び単者は喋く反省しなくて玖ならない。

繊維展
2回笠　有檻利雄

感鯨夜色やろうという呼びかけが、行なわれたの匿r C日月エN」弁才琴そ

あった．これ軋碗衆舞をしている靡牒歳旦の拷掌では公然判らなかった舷や

♂号塙廉磯印珊塵へ回す勘二急いで入れたものだそうである．

ところでダ考発動後直ちに窟休項目ニ入ってしまったが＼ラ宵になって撃攻

へ来てみるとダ回生の覇で相当詳しい計画が凍られており、学風層々もその

計鼠について覇き、菅生尊からタ♂♂円でっ泉めるというので、、直ちに鮫顧密

をガリ印刷した．その間客を覇者に．

0紆願紘／ノ馬上句、菅生白身の草で＼行ない、㌦額の人々に感鮭の怒

－　3　－



議を与える。繊錐象示、アトラクション、輝度名を行なう。

0収入源はアトラクション、即死、粛後者（軽飲食敬老）

0肇腐食；学生哲要に各々ゴ♂♂内分のチケットをさばいてlノらう，

丙款ぼ、ローケツノユ♂重工　フロ、ソクノブβ岡．包重券劇頑そろ竃。

0産衣についてば、台東感烙之や把に7㌧ラろチ、ソク、ゴム、墟堰、東

軍その他轟分与瑚質の製造実費と葵に製品蜃東を行なう。又超を蹄

で究衆されたガリプロ威鰭の紡糸、策色の発寒も予見。

芝をってLlる。二の癖の計画としてばキ化祭とは別に徳宜しで戯鮭象を行を

ラ教義そみった．を誉隼より何人かが遮ぼ、れて療々の将についた。ところが

9弓下毎日こなリ　ヨ回生などから文句が出鳴め、蜜に」日計生巧トパ詔から灘顔を

夜酎葛尾が出たため、今までの針鼠は全都怖礪賓ヒ葱リ、依頼承、も陽の目を

晃不に終ってしまった。

二二で各萱草からその学算数の2倍数の準療香象が出て繊絶象準顧客象象

を鮮霧、色々藩親王れ、各々の学草そうろ以上ヂっの褒女がめった鷹合ば行

乍う。・どこ力＼′つの学草でも突乞ズけるところがぁれば、やらないとし巨う孝

ミニ怠った。それと弼蹄に計画を一都変更し、ローケツ衆はやめ、後ってプ♂♂

喝も擾転貸金虻いう二王になり、萱の速蜜が鮒東された。見破鮭象として娘

を亡ず王吏化祭り一一行啓として行なうことになった。そして／ク冒初めだった

乙恩うが各撃算とも∂戊となり、醸鮭像をやることにきまった。えこの療玖

諒から呼び、かけていた姥の学科からの盈蓼が終られた（〟以外は不可。

二の頃から前期威険の壌牽隻はほYんど教練展から草色引くようになった¢

いよい右計験し経リ∴醜鮭農も爽行に移される投降に在った。幹部曜輿も

凍まリ、／／弓／召（二つ日揮から萱蘇零を行なわをし）議連鰭があった）の海

好感造香車象や、文化祭好学¢′邸ヒ〕て繊練磨についての炭礪色糸容さん

をが行なった。この髭粥によると、亥のような計轟であった（－コⅦ∵ケツ策は

やれるこ乞になった）．

健堵う　仁　会社敦盛夜気

之、機番濠為

さ、爽験及び爽寮

ダ∴釈嵐・讃衆

於一銭惟化単科教窒

於・　　　　　〃

於・　　　ク

於・／ダ号数餐

j㍉　学内教義留介及び即免　　於・テント（で竺ればを碗二番）

占、ロ㌦ケツ衆、フ⊂仁一キ㌦　於・家ノ蹄

7．会社観爵慮外及び那花　　於・テント（で蔓れきざ生協二湛）

予算；應予訝教／∂方明ケノ々7
－－4　血
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笹）

その繚こ終学生など金具参明色薦鋸ヒして夜顔が決まった∂　又その頑♂♂8

円につし1ては逐都で空なし＼かも烈れないということになったそうだp

／／軍／3日癖には食傷も牽絶的に空亙り、よす勘二演者労のかい成って礪蒸

したのである0

威経費は毎拳行ないたい。澄韓禾草も行なし1たしゝものそめる。外痴見学者

のアンケ〆卜悠栗を秋でも或いぼ学内でも姥の学科のアンケート鰭釆そも簸

宰やれとし＼ラのが圧倒裾こ多いク今草の繊推展を簸た茎が家事もやった者が

良い宜し＼うのであるから、その噸礎も充分診るものと患う。腰々C科せ生の

都犠不足象ど、いろいろ禾薦分をものも蓼カ＼ったが、それがために止めてしま

ラより、積極額‖こ満足にすべく、虎金森ものに温付けるべく努力するのガ大

切で診る。

かたつむり
3回生　原

たった今屠る軒から

隆の人生が姶まる

・　●、　J．・・’∴、

狩夜の衆窮に舞われて

首藤の嬉荻も患わぬ曹笑も補えてし護った。

俺は佳層をみっかついそ・

過去Y永末に賓められた

ぎ、リき、リの瞬・蹄に生きている。

しかし衛の笠講の車に妓

刺床の衆も、はったと動かぬ

名優の虚功も急付いてし1香。

庵の生命が寸刻の磯に予定だれていたとしても

じっくりと対生命・の斗いに挑んだ

啓ノ林に肇套つきつけて

一　　　　　　　　　　　一一　　　●　、、一　、

二・　　・・　　　　　　　　　　・　・
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第ち回繊維展をふりガえりて

岩臆研究室　砿本島代－

建二

年旦

l′k
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二糊鞘㌻恕≦≧

永らくその開催につしつてもめ凍いた「繊鎧薇」もどうやらノ館成功の狸に

終ったようである。ここや㌦兎といったのは、これから述べよう乞する事濱

に解して摩々斉えさせられる率もあり、誘して藩臭とは表見ないからである。

さて、釦ま前頭の蚤敢為として学生渚虜の中へ引きずり込まれてしまった。

そして、ます塗のスケールY予算尋について前喝の資料を参考にし笹々のと

ゝトを与えた。その時のぞ斉計上鮒ノ2万再が現実の栄藤報告の蹄に直中して

いた舞には嬉しい範曙よりも、やれ′やれ象かったと丞う款碑の方が嵐かった。

姥で孝生主催に行をうの経今回が初めてであるのだが、何よりもます一番に

撃生全員の－教頭略した清談がなければ、決して濁足を催しは出未ないことを

カ教したク　そうしてこのよラな行肇直行のためには各人の好硬云々はもう葡

外だし、各彗負後金も夜通したそうだからこれは考、ソト哲が刀を合わせて立

承な倭真金をしてくれるのだろうと大いに靡符した。更がどうだろう。据膳

日が温づいて乗るのに圭織部の殊がいたす・らに空転してしまった。そのこと

鬼才いく護三、もサイドベンチにいる私に掠よく判った。そして歯がゆくなり、

′＝㍉わめの、ニラのと口出し　を　し・ある蹄は某氏から載ってお㌧仁と云われ、

またある蹄はβ君と磨変・したこともめった¢　そのような霹　私は／つ　　く　逸

った。「ああガレは何てお人好しなんだ＼ろう」「乙。しかし私にしてみれば．

教積金からの盈産もめり、いくら草生主催であると亙っても、やはり世間一

般の珂蟻そのバックグランドにあるものと考えずにはおれなかったので・多

少なりとも私の憂勢が、噴迂そぼと覆って紆姥肘で蝶あったが、あれやこれや

ここコ出しをしてしまった。彗蹄姥人が見れば滑稽だったろうし　又学生側に

して奉れば－うるさい魔だったろう。しかし今となってぼ私の解蓋が珍タをリ

とも緒に立ったらしいことを」邑蘭し、題目／く腰上っている。

敗そ諒建立や中元へ賓・して攻寄と、主唱部が溜吹けど預らずどころか、材

把′＼ともなく姿を消した着が多かっ仁のば、行撃への情熱木星か、誉れとも

蔀i王墓黍着意のだろうか。そこで私は患う。何も講義や寮験でげが勉鎧とは

逢うと∴工費鬼婆や社会見学も㌦つの大空を勉獲ならばこのような行夢も又

覇者ヒi増して有産を勉強であるとか牽生名黍の中に未定に出席東の戴、単
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虹の秋によって農銘刀のまま何ヒオ争衆鑑番だげそもらってやろうなんて魂

胆の濱が若干存象するよろに艶更けられるのは、唯私〆人の痛風だろうか。

萄そ定のた学項を守れないような轟披、村人たりとも協同蟹議之営む擬刺を

〔ヒ農赦し、空っ三とこのような産金から出て行けと坤か－たくなる。孝にも

養倭をる学生葦賓の横転と努力ヒよってその琴乗はさほど教函七立たず！こ済

んだ夢は・義蒸らの友蹄と魔窟精神によるものだと腐ら。

次ぎ二、二二に尊くことを何度かばばゝかったが、卑ぼり大帝餌見地から番〈

ことにした寧柄はどれも色々と威々に薦見させられる奨斜色濃威して乗れた．

ます、、当怒金傍での費皮葛であるべ空〆上綬生が、マフラー」二才∵㌧べ一∵とい

う〆酸入潟者迫殊の顔をしてのうのうとメ、ソチェンの即発塚での置軌二叢そ

ついて過って大きな額をしていた者がいたの皇見た野に格、こんな奴が会社

へ行っても果　て学費ヒ　そ役立／フのだろうかと思し一、番だ夜食そなら左か

フた．また㌦方、産額の多忙ヒすっかり駈塵廓‖ニしか頭が顔いて契れなかっ

たのか割らないが、あれ程注養したのにも拘わらず、木澄承蒸境の車で蕗々

ヒ煙宴の嘩頃での潔だのを床の上にぽっ揮¢　出　ていた¢回生が友人もいて

倉互いに護憲もせずに疲ナイター？に夢中になっているの老見付けた緒に廣

ボン水0ゝヒ艇喝竃が軍いか、廊下のノヤケツに水を城射二行き、濠上肇彗∵乙表

えでも凍して油断出泉なし＼やとつくづく思し＼蓼東がしたや　そして童蔓の筒蚤

金の幹事である尊も柳上狛こして、とうヒラ禅鑑賞な艶に爺をもんで薙媚カ＼

し乞してしまった蹄ヒ媛竺すがにク小、ソダリ　と煮たク　三番哲には閣窺会の席で

ある孝寮生より聞いた藷だが、その人が／歌人迫蔵の賓牒乞して霹び＼出した

珍客の寿がしこを胡卜∴昧こちえたと盈ラ夢でめる。「茶嵐布てどうして搾る

のですが」答え1日ヨく「プロ、ソク親コ三二とし1う方法によりまして噺脂の上へ度

盛鮭を3万密ル　覆り覆在をかけて　／つつけるのです。努濠は別の盆磯でし

ていますから、どうぞ」で。また「賓壁意義てどうするのそすか。」答えて

竃く「フイルムに金属の者を樹脂によって象りつけて賽空の下そ森創玄蒸発

させ庵着させるのです」と。正ヒ珍客である。しかし、これを私に審げ□し

た辣粟生は怒らくそク後輩を寮めているので練をく．戎々家系側を嘗めてし＼

るりだ叉直威した。そして、今衝は少なくとも閣僚前∈‖二は学生諸君と巽に

食会務を凰って、轄澄云々の須在らず、顔劾静観応答金なし、しぼ移蓼封翁金

といったようなもタをせねばならないヒ思った。

濠俊に、諸君御者好感でした♪　今麿の蚤寮七生かして今硬の威張像セよヅ

食い立取をものにして行くようにか乏し‖こ努ガしようではありませんか㌦

－　7■・



繊経最終霧産尭登して

3回生　木下寮忠

㍉盛亜濠」　その正史ぼ残し＼が、過去に左目1そば潤事に一寓の刻で㈲感さ

れてし、呑。今等がちょうビ砥算哲に当意ので、感絶後酎窪に確しては、疫軍

の磯部頃から云々されてLは。しかし、それはあくまでも徳の感を醜してし1

なかった。明哲生り向では、貫体裁以前より計適がたてられていたようであ

るが、雫曙に醜鮭蜃聞健の豪遊が盛り上げ、ったのは、嘗駄謀以徴の孝である。

まず濁頭髪が緻酪農の発起をして、級鯉化学科尊重に番った乙ころ、塵々の

密度が出たため、四回生が凛てた真底／扉衝硬貨と左．威歴履踵竃亀にも

夏、った。

緻幾度準解番策盆が組感づれ、「威應象粛宿す乾f　不す亀」を鍔塵に飼慶

するつに教員を蚤したヶ　準席香魚金の魂馨の磨果、「和催す乾⊥としいう二℃

に去月、ここにはじめて威線度棄行者議会が艶宝観これ、威張贋璃姪の牒牒仁

塞んでいった。腰掛ヒ学科巌象の蜃償金に出席し、感鮭夜鍋礎の漁網をして

薄々の憲兄を変換した．その礫、禰蓼黍襲盆、教府会の永範を解そ、ここに

鶴麿は単数牽挙げての銘療養ヒして行なうことに患ったのでめるp

こて、繊地震卿薮にあたってノ春間藤と怠るのは、寮喝の孝であり、これ

がその内客を左右する〟大審乗やある。正直なところ、私藍には象険が慈し1

日・・、．1・∴∵●　ご　′・一・・・・、・、　・一、　▲．　、　払．

が大潟なのか見当もっ水をかった程である。しガし、予算をたてないことに

は杜肇が出未なし日から、準備委爽公の網産蟹変色参考にして、観寮ではめる

が．隆顔ノ2万円ヒいう予算芝計上した。二の　ノ2才巧の媒人臣老兄ねぼなら

ず、その半額の占有再乞、威線化学務象象、研修生、應講堂、婆蟹より鹿野

していただき、確りのg有明は那花かラの攻入を考えたりである。なせし、客ら

ば，穿軒を集めてはまらぬとのことなので、ビラしても郡家に疫雷が、かかっ

ていったのであるや　吹上のよラ忽わけで、接線よりの逝常食は、原則ヒして

、・、・・・・・・、・・、．∴∴1、、　・、－　－、　：・、・…　一・二　　　・

舞ったが、ビラする肇もで竺なかった。予算の面は天体めどがっし　たのぞ・

今度は各部i畑二分けて種々射主事はそこで行なう級にしてもらい、鱒務は寮

ら各部門の既屠及び韓狛こ蟄ることになったβ　この頃より感醒嵐も乳凱二一乗

“8－
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リ、1＿1よいよ夢枕になって煮たのであ呑。今夜の厳腹象は脛瀦裾こやった上

に、写生の絶対■数が禾鼠のため連絡の不徹底が、多々姐じ多大の迷惑を方今け

したこ乞は観に申訳ないと畏ラ乙覇軌二．多掟之極めたにもかかわらず、教

授まで熱把に並行して下エった客礫に、張番部門担当者として深く感謝いた

します。密々り昭和まあ→たが、参観者ヱ才人軋上皇も啓て弔辞・露に線絶農

已終え巷学が、必果たのば、錦に喜ば、しいここである∂

／ノ河とLHえぼ、切匡持打ことって結争論に′替鴨ののった蹄腰であり、その

時に呵確約ノア司も厳錐鳳に須す二℃は．薮に精しし＼琴である9　しかし、泉

面的に考えれば賭しいこ亡ガ弓一瑠れないが、繊鮭像の落慶を衆く費えろなら

ば、わながち嬉しい王は去し＼閉れ告いであろう。例えば．醜鮭敏之勉級に利

用することでめ考。平素の勉観では学べなし1ことを尊び、繊維．プラスチ＼ソ

クスその概に喝する薫毅を玄ゆることがそ至るd　又、不断はめ蒙り見られま

い撃生り艶の安東、これも壁画攻射二蓼審査孝柄そあるク　同じ盛雄化学終に

弄り窓下、わし　寛輩　便蒙、かし　ては藍象牙三見も斬らないようで＼は何色かい

わんやでやる。帝に威々のように人数のダない斜においてはけ麿包身も、こ

の磯雄象老機会に今誼で廻らなかった究蓼、薇輩色密教都tj解たのでめるク

先生方、菟礎、後蓼私多数知っていて蕃互し＼に虜彬を交わす乞いう孝寓日々

牽薇畑二あっても寒に乳樽の敵いものである。

繊碓嵐の激日夜草炭乞食免したが、学長は非常仁者んでおられたク　r或々

の天草は、日頃一体ビん安寧老しているのか、又それf二より社金にどのよう

な賓歓之してい号かを〟薇の人蓬に経ってもらうことは隠し1孝で舞上　非常

に雇務める軍産〃　このようなこせならと＼Lで、しやりをさい。各こんで協力し

よう⊥といって有られた。いろいろを面で牽濠は、今夜の繊線度に好いて、

纏常に協力　して1〔三イつたバ

ネ回りように磯鮭化学科だけに止まらず．全学部の磯鮭麿で勿れぼ、もっ

王立薮をものになり、その零薮は更に大空をもの！ニなるだろう盲二、枚の卑の

贋間宮解・られなかった琴は残合意率でめる。打算に一画と取らす、容各行をっ

‥　、rl一　一・　、　一・　　・　∴・　・・　　　　●　∴・　　　・．　　　　　、・’

魔ウアゝア㌦トを見れば、各軍行をラヒよし＼というのが大多数であった。又

狩に興味をむし＼たのは、象煎よリi　むしろ、番糸、衆色、富合葉酸考、鱒

境寛々が研究している二℃そあった二王は注射二値する二℃てyわリ、今夜の

威感度の大きな堰針ヒなる。安野、風聞客寒々落考す竃夷がある。とりわけ

尊生食終に灯する夜明分析をもりを禽てるようとす名鑑蓼がめる。この歌に

は、より天竺を磨像のあること芝承って丈を翻しJ、葦ことにしよう。

－9－



軸醐感吟虫巧感吟揚争

紡、鮭履扱由
一会計面かわの感想－

4回生　荒瀬　満天
㈱

磯塵象があれほど蓮たる乞煙霞ってい意力＼った¢威介“ィフいていたグヒ㍉ま

える。私は会計芝鬼当してし＝乞ので、親密像の会計面から感電そのべたい。

たす最初に、繊維化学の窃さんに毎や象ちねぼ、怒ら忽し「。例の婆転常食と

して出賓してもらったJ♂∂渇のこ乞でみろ。原初ば研裔逢えプ感づでいた。

その解はチケットそ逐＿えすか、又は礫で現金や払えすか何れにしてもとに角

逢えす〔もりそしした′。■ところが当てにしていた金鉱からの密1町金又は友箸庸

滑らの攻入が駄短日ニ在ってしまった。繊維化学料先生方の昼食金で、主催者

やめる蜜隻掛目こ“牽附は岬研まかりをわんγ　という盈告（了）が出されたから

だ．理由はケ乏食みたいに金社に肇そ下げて翳軒ともらうのは草生のするこ

こでをい〃とのことであった。したがって、重患会計面に省いて支噂を果た

し、逢えす箸の墾転賀金が直之す弓をがたたなくなってしまった。（このこ

王宮審こんに充分都得がいくように風塵が出果す、顔で茨解老まねいたこと

ぱあで象る。）それそも何とか∫ク∂　射窟選をめざして者肥した〆、鮭果ば

あのき象りそめづたき

二二で焚須黎者に出ていた寄附金2万西登るものについて夜明すれば、、こ

の度の磯雄像が亜種に小感全射線クでめった正純簿がいかれろことと経ろ9

穿筋金2万円のうち、ノ万間は貯スタイの患者正敏してめる患計がポスター

乳剤球史像促してくれたもので、あって、磯リりノ方円痕、こちらがビラして

も登りません甘断わり切れず、ある公社から預いたもので考量。したがって

大帝分の枚入魂嬢、留霊んの蛍賓金ヒ、即売、ローケツ梁、プロ、ソク醐工、

シ来り束をどの兇塩をのでめる．しかもこの葦は　雛夜部門ミニおいて、ごっ

そりもうけてやろうとし＼ラ養愚は金森患かった。この衆戒工実車部の啓蘭寮

の一都の催し叉は性質を巽にする。威鯉履会計面の個々の確封は堰かせても

らうが、最俊に私噸人の蒸発七迫べたし＼。今度威維承斜疲される癖に綻、密

困金棒叫籾ヒらす、蟹生襲後金を少をくし、額売軍門七線化これたしp　あの

霞唐の常雄像をち、牽困金はなくともy L敬老部門老認化すれ」で、草生餞粗

金はタをくする二℃が出象る。私艶は勉級するつもりそカンノヾしてもよい℃

蚤ラ。7∂方閂あれば葱舟をめるク

10－
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フ日ヅグかよについて

4回窒　素　多　勇　夫

浄絶層でフロック細工を超当して、その礫為を並べさせていただき、当日

匂分の持場で腰東食の歯革の一つとして盛濁し、これを見学で星夜射った籠

究塙の参鬼と有れば尊いである。

ますフロッグ加工というのは、簡単にいうと∴　ビスコーススフのケベ夏高

密圧で繁着し、これを封鴨をっけた薫く布で語くても何でもよいJの上iニ乳

を立てて付着させる橡めて単純な加工である。これを商品として出すために

a動ニア勒叫肋1♪財レ　ナみ飢′ム弱　を康倒したりで葡るが、これが最後音で

加工を国難にし、仕上り敦驚く　した額番と森った。

樹魔のついてないところまでケバ㌦ド入り込タ、すっヨリヒした仕上げがそ

乏在射ったことで、お客横から函萌される横に竜しい孝努乱した。頂き倉持

ことは森いのだが、非常に字画と埼画がかかるために、どうして毛蟄鰍を切

り破いてまでやる勤ま不可能だった。不漉馨筏ナノヾ老落すために、プラ≡ンと

電乳濁瞭磯を横網したが、これが又大変で髪の毛から象からロの中から審髄

までケバだらけになった。と」ニかく乍換遅くには、珂渡るくしゃみ舟閥てと

まらなかった常である¢召物　乞するかしないかで、前日まで考えあぐ、
んだが水で桑ちるよう在ら億喝にか1わをというので、オーレースK．Kから

汲俄していただいた靡ビ樹嶋に観音象り磯魔定義名したもりを俊昭し、ピン

テンダー銘頗磯で予塵紙腺してから、β＼つラの密教式乾燥磯そβ物を行
怠った。

潔に畠布が秤常に厨櫨をよく預うりで、樹簡¢つき方解かなかったリ、菜

超したために長い菌放って省いてからナノ寸を吹空つけたもりは、也上りがトぼ

けたようで感に見嘗しくて申し筑患い気がした。それよりも衛庵を撃ってい

る途中で、毛布を動かすと下敷の綿についていた樹脂が儀鶴の鷺について書見彪－

レ形象すみと茶色くなって、見引こ覇え放くなったもりがかなりあった倉掛櫓

巧　つけ足り射い布1ニ舞曾薮そ然々の手で付け足し乙からケパを吹きつけた

りしていたのだが、中にはお客席の臥、てい射、ところまで樹纏を木目ナ渡し

ために、当のお盗横が仕上りをみて禾亀飯そうに、「こんなもり飽いてたい

のに出ているb」と肇をかしげ森から帰って行ったが、誠に恐縮というよリヒ

」卜
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ヤ針とむた。また詔姑をつけ漫きると転漁村ラまくゆかす泥が要素たリした。

謡え且のことから、腐’鰐の香り考自体が相当の困籍を伴う上に花街を蓼する二

と、それに木地、詔であったことがこれに鞠をかけて、何句知らなし〕素人り人

には叔解約に廉壁があったりでは友いかと番う。画架を画く額屋に凰餐見本

監多く並べておいたがこれをそ¢まま凡写した八よりも百分で観葉を秀之て

宋て、それを飽いた人のガが戌衛登＝二ずっと労れていたのは注自すべきこと

だ。つまりていねいに滴神を集中して飽け遠誠でも　‖ゝ作軋か弱禾る奮恵今

である¢

ニ浸れ話は、プロップ加工を禾織・布にしたために、お屠席雪中で7⊂プッア

とは不繊協　働－アL一価紳J　の二とですか？と顧かれて垂燃と
したこともあった。つ苦り禾鯨布とプロップを蔑園していろ吟である“

最衡二今後蕗沫伺客かの後台にプロップカロゴ∴を取り上げる八のたか二私見

を述べると、芳一に不織轟り礫粥はやめてふつうの布にした斉が領いし、布

よりもプラスナッフス¢巌などにした才が面白い小も解れ恋い。禾緻布は手

間がかかりすぎる。牙二に大電生産向きでないから、券を発布しすぎない二

ヒ。牙三に僧籍が高すぎる。笥う少し垣′するヾ三だった。牙匹‖二人頃は十

分に多く　しないと困る。噂にノ尉臆のつげ鳶をていねいに指導することが大切

である。そして努互に腰壕香寺恕薦荒れも知れ太いが、フロッグ和エなる逼今

は、なるべく教程雇で、ぐらない方かよいと思う。これは剋個八として「しみ

じみとした」威裾である。

・て≒　デモ芸　子

竣号はCん必定竜十嘗目ヒ慮ります。今までりせる複合のなかった

人は勿緬の二と、遅よく療滴を番いたことりある人もこ争って応落

して下さい。韓に四回生の寿は今夜が最後の後者と貪り吾す吟で出

蒙ることなら、どん定孝で毛汚毒て＼もいいですから合頃の窃さまで

書いていたゞうたいと思います。ではよ＼ヽお正月をお迎え下さい。

内各一一一一一一一換細魚として日　日＝適するものであれば何でもよろしい。

形ぎー一一一一一一自由

締切　一一…一一ノ肖よぎ日

額付一一一一一一撃雀香負ヌ桟鶴集郭喫

発行予應一日之円上句

ーほ－
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卑束薯は繊簸展をとう兇たか？

CツブA　〃　虜巣郎

仙一雄糸箆罷
アンケート

ふれ・

載々鱗絶化学科掌の恕薦　教室教官並び、に研修誓竜也の勧動力で無事に終

える二ヒが城東た線、線展を外禿秦はと、ラ番われたか？

鱗、鮭展当日（よ首唱、よ占　dJ緻確度幾虜の行なったアンケ〆卜をこの絶

上で分析して後の頭料羊したいと懲い雲す。当日二のアンケ′トを寄せられ

た寿は／牛j免です〔巧者肇ノ勘打払ク　＝㍉久追録つ

の　あなたの喝蕉ヒ年令は？

／、繊健し亀介そう酷使　よぎ．占冤　　よ、主婦／β．5完

タ、卑官　Jβ％　　亨、その穐　よ孝．j右　　裾審なし　占．茸完

●　・　・・、・　　　　、・：．　・1・・　　・

②　化学箪雉に興味をお菊ちです　U　との問いには紺％　り人が興味があ

もと敏えていたゎ

③　アラスデックスに嘆塊をお騰宅ですか了との間にも　♂£為　替／＼が琴喀

あちと答えていた∴

（（∋◎によって脅えられる拳は真数鰭薇に象られた方の大部分尺やは

り、化学繊鴇並び主プラスチックスに興味を碕っていちといえる言

④　繊隠贋についてと、ぅ思われ蛋すか？

「やった方がよい上が92．3岩と定例的な教学武出た。乞して「毎

年向くのが汲いJ　がク古．7完、よ年毎・占．∂％、j年姦　♂．ダ笈

であった。外釆竃、婦に㊤◎そ化鱗、プラスチップスに喫味を森

された方にとっては、新凝な屠禾食を毎年覇いてはしいという¢笥

当だだろう。

㊤　噴射としては、ヤ射j文花の歓に乙しユラの－そめろうかク

●、　・．．　　J－！　．．－’．　・・二・：・、　　．　　　．　　　　．・　．

にこら謡い＝まノという餅はった解馨も訝られた。

入、「林、日かウィ　ープチ一刀、」の間には、休琶d2為、ウ√ソテー

′′β名であった。終鶴として、歌の休日象含めた数日が適当であろうも

①　興味あった貧場は一ア

鮪鰭原画催直前に食感終始厳餐（塵蜃締ってtり差dリブ0口の夢色に承

－リー一一
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功したという執節約な発表のため来電輿楔が正風的な八気象樽レた。

紫色雫験　42．7％、蕗糸賀淡　よムd％、ロウケツ毅め　よ／．♂易

重合爽腋／♂．9％、梨量鹿承／占．之鬼、フロツフ加工　∵力雄牒

材准試験（鑑別〕／よ．g岸、即烏合　よ、ど完、紋東勿　ぷノ％、映

画β．7％であった．郡海食が禾許に照ったのは、令場が狭く、品

物が少なかった率にもよろうが、あ象り高嶺牒為りばかりで、ち

ょっと買おう小と笥う気を起工旺なかった②奄原因であろう．こ

れは／皐才の少せり〟即免場は吐まくて高い〝　という静で明らか

であろう。

②　含揺り邸層について

象いった　J7％．窓かった　之蕗、　智者在レ　ゴア姦

悪かった魚として頓跨が悪い。羅鱈としてまと寄りがない。過嵩

が棟い等が弓ぶった。

③　この甜絶最忠と、ラして衡知りに貪り蚤したか？

「及人その佗人すてに」がア占人、ホ0スターよ7人、粛碗誠等

ノダ人、新聞のケラン記争／／人、そり佗学歌からとか　乾生か

らとかいう学生望線もあった。

晶○スダ′がみす様らしいという孝もあったが苛つとア・尺する庭番

があろう。

◎　その杷お気づきり魚が診れば記して下さいク　という向には、各冬場に

説明葛があった占いい。学部全額に渉ること。諌日月と現像とが㌦敦し

てい森しっ。二の大挙で作ったもりを郎免廷よ㌦㈲昨夕虻専門的観僑者に

一日乞弼枚して且と、うか∴なかの裔晃があり等した。又、蘭明索が親

切で渦足したとか、爽験は知りたいがわや＼らないから漁明太説明をし

て下さいと一生囁。絡体に太へんいい傾向だという亀兎が数多くあり毒した。

★繊謹厳の草庵に ■
十

〔で描線が亨を臆し
珂
孟

わ、
ト
ノわ穴古生 塵の孝も侮り　たい荏匂いそがしき。

しょうが？）3回生は4日互生をつつつき、之回生／

回鹿はJ、牛回生芝せかす。ある之回生、牛回生をっかまえて竜う。「輝

線慮り準備はと、うですか？皐回生が苛つとまと篭らなくてはだめて了よ。J
「うん。こっち毛それで菖労してるんや。」ヒ皐回生．と・ちらが上紙生か

知らない人か見たらとまとlう風最であった．

★堅摘出級係、ノでンフレットを出すといラりで大はリヨリ、硬億ながら弓

曙の都会で化繊窮余出猟のパンフレットで向に点すことになり、この計れ蟄
おじゃんになった。はりきって一いた寿カックンショップだったn

ポスター洋梨沌ゴ回生の揆司。はるのは／、之回生、はがレに司ったのは

なんと牛回生だった。
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0番等するか何年考に了ちかについて

r＼＼＼

2年各　　　　∫

0萄教室でり展東について；

「覆い」「立液である」という密もあったが、「説明茶毘」「傑項り

知萄不足」という葛が争い。人「令場が釈すぎる」と．いう密、そり正家

対の「貧場が怒すきてまと蔓りが希い」という巷も毛あった。

0当日行った爽教について；

概して濠電子というところである。

0こローγツ攻．プロップm工について；

立回竺以上は解して哀弔。／亘竺句中に技術茶寮といラ麿があったゎ

入放歌夏毛つと多くという答も季かった∴

0しぼり兼について

「宣伝右足」とか「亙ってない」とか「枚数カこ少い」といラ耗列的奄

替えが多く「良い」と云ラ葛はほとんど太い㍉

0即売について

「象かった」という皆も少マあるが、「窺い」と云う箸が叔彗ある〃

0隠蘭について

「見ていない」とり蓋古人が孝く、「宙が′hさい」とか「婆伝簸」が熱

い」という意見があったp又t、高分子の世界〃　という吠画を上喫法よ」

という沓笥あった。

0会場について感けられた倍では

「まとまりがない」「噸鼻炎老い」という著が多かった。

0鼻伝について

ボスタ叶、ノ㌣ンフレットについては「毛つと兼手にやれ」といラ箸の

ようにやでもの足りない感じであるといラ署が多かった。

「倉甥窯内乱ウ吊さすきる」といラ膚も多かつた。
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0像と鰍終夜兎導出釆たれと、うか

鹿家條；　占7％までが見学でき急かったヶ

ローーケツ梁；ダブ影ま等が免孝できなかった。

フロック加工；JJ　％までが見学でき窓かった。

シ茄、リ染；占7方までが見学でき夜かった。

郎菟；Fg‰までが見学でき怠かった。

笑験；占ア易までが見学でき息かったパ

宣伝娼級；　占7謁まで水見学でき赦かった。

吠画；♂％見学で空走射った。

紬務；∫♂％者で姉鞄智で空太かった。

旨9凝りアンケ∴一上長は少な適き、係の杜がしエビっいては正確に判断牒

き太い。即ち吹軌系、レ蔓り東、総務のよう‡こ常磨奉り少ない量りではそう

であるク　しかしそら化のものではだいたしヽ正しいのでは救いだろうか。見学

でき夜かったという智の李は／回生よ刃も之回生以上の方汐ミ争かった。

自治会文化祭アンケ㌦卜のうち学科展・解像度について¢項経穴曳参考に

太ちと鷹∴1ます㌦

画題はいり　地学帝展はやるべきである

可孝華厳ほし太い方がよい

（ノウその佗

はり　代目ゝ，Fノ　〝がやらなかったことについて

勘栗等はやるへ空である。（中東年はする寿がよし）。

栂しない有がよい　　　　　（薫その他

LCj　繊確度について

（イノやってよかった　　くりわるかった　　い）そり璃

（以　東年は

（イノやる方々ご桑い　　　（申したい方が俵い　　　（ノうそ巧塵

、∴‥一、・一‡i
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月番手な考へ
3回笠　原　　一撃

〝す凍り作り方ノJ静々と述べろ震巨二は

フレンドが靡氷っている

堕藩の窯てを嘗めたと乙堪れる名はウロンスキーだ

緒局、得られなかったではないが

フェミニスト♂　名はすの衷戊に＝沫る尉蘭だ．′

やれこれで私塾フェミニストに産れた。

玖溺議動が茶活発だと噴る葱は

自分の凝帝乞予測宅地喜卜鬼として

今ヨもテ毛に蓼如した箸だが

畑酢掛り明確〃と切りしる名将、ダ琶嘗物に甥っていた。

「巻学」「共産主義」「倫理埠」－－－一一一一一一一（遺右戦がない）

粟か大学の倦練に誇りを追って一一一一一一－・■一・

電炉こ嘆では照らすまい。ローカルカラー

ユニークな存在を誇るが硬い。

嘉を　〝裸の王威〃と呼ぶことにした¢

先輩、やれやれ者は百分が出来なかった孝を

適漣為に鞄刺して、′′　笑える東泉jクの立役着万亨

照れ．る孝は太い¢案は今まて学んで泉ましたと云えはよい

空の覿藩に酒の詰る酎いがするものだ。
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学内民主化運動へのプレリュード
頒々はすでに立ち上っていち．′

前号、東部香車老巧だち学部での何かの慈し合いの

場を東夷ようという動きがあってしサ＼ろヾきた』と

‖ラ富をうげて

ユ・回生　＿井　上長

．・　一　　　　　一　　・　　　一　　　：、－　　　∴‥　　　　　　　　　　　・

は、勉学、クラブ電動あるいは色々り行事を適して馬体里謡のま雪ぎ篭り面

を預っていろりであるが㌦　しかしよく秀之て見ると頚産あるような毛ののみ

では、亀偶人の向のつ女ポリ　というもりが費だ空虚なもりに感じられはしな

し1た、ろうか。というりは、香城々はお互いに人嘲りいちばん牽遠海勺な、いち

ばん崇高な、そうしていちばん牽曹なま盈凰乞三互生辺＿を周とん　突いてい

ろりではないだろうかと憩われるからである。入間は精神隻講の蘭を碕って

いるので執る。これこそ人間の尊厳であり菟がら、たんに単数を導電しなり、

毎だ覇啓を研究したり、ス㌫0－ソヤコンパ竃親睦髭ぼかるということを適し

てだけでは票しそ適魔的に、ぁらわごれ射J竜のなりである。そしてス窃孝や

璃梨の礪森りように教師参るいは本狛ら学生個人へという一一方的療條だけて、

ノす琵してしまってよいものろ毛太い。即ち威々がかカ＼えて」、る挿吊亀について、

館々短身り短教あろし、描線登を通して、互いに考え乏延べ償い、語り笛◆うと

いう璃碑生名のつながりを預ってこそス戦々竃身¢横帝隻議も菟爽して努に

ついてく　る毛の先のである。二の竃煙の芙濱ぢ磯を苛つということ蒜、義主

節尭社食監察いて摩くヾく厳粛をうけそし〕る者とレそ、著すァ一重の最低徹

夜の餞鶴である。ところで威々り飾りにはこの最低限度り滴多毛隻護れ乙こく

・・　一　　　　一　・　　　　　　・、　・　二・　　　・・、　　　　　　・

寄りや、議題の木一鉄にも讃さるだろう。又画藤的には考個人の竃攣り貴賓

を透して痺透してくる二者ゴ護り憩貧窮し　政毒的蚤壕に毛琴虫するだろうが、

森おそれた梅象かけたよう息夜勤的撃破管理が生み現す啓画風＿に最も天空在

席圏が、詔るβなぜなら、学生の包主的忍民主的意讃歌の工れレギ一弘教大殿

に、正しく、発篠Lですくし、密マり白増産黎裾を脅そろりに協力してくれ

るり新教葡ヒ牽明り場であろうと腰われるのに、それと宣く玖珂の鮭屠をと

・一三十



フているように見えるからである。帝に媒々り単か科学や輩衝択いかに暴政

号も、やがては、乞札を頂につけたガマを動かす匂寄り社名がゆがんでいる

裾左、生三笠空とした判断力監育て、よし・い智憩と正薮感を兼つように努力

するりが天草生としてとるヾ豊能度である。にもかかわらす乏れらを全く怒

威したよラに、戴留り仲くて変革釆しているオミ勘二笥机いちばんよく身近に

語勢しているを秀的句題をふリかざして、学隻をゆがんだ喫緊に威服エビ濠

ぬさせようとするりは、教育者として全く篭ち斬った番えでは森いたろう鋸。

或々は異剣に、そりよラ亙渡をのりこえてでも学等の罵老化の方向は漣めて

輝く漉尊があるのである。躾々距市民としてあるいは凌硬の㌦項として接す

るこの今の日本の赦分の民主主家へり定と＼リボきわめてあやノ了、や充もりに煎

りつつあり、しかも世にいう徳満祓息が遽むにつれて反動負勺福升がお頭して

くるという警視出東太い環東新あるとき、茸ず褒々ば日本ヤぜ解りあらゆる

政油量涛麓貧の明確や本項がむのよラ夜笥りで奄リ戴々筍身と鶴何亙る鴎像

があるかえ正しく鶴卸し狛ナればならない。なにか目立った危額感とか駐生

じてはじめてそれについてとでかく香うというよう殻二とは学生としてすべ

きことではたい。そのような何題のとり上げ方は屈葬をせまくし、鼠当ちが・

いの方に引きすられる可能ノ性を蒋っ。城マは常に靂史を正しく壁解し項在り

穀倉¢本当巧打鎧を知隼象た、そり異衆を右く知らせることか壇東森げ畑ゴ

なら狛－。　現在の串本の学生にはそり可儀鳩と句碑に素案が草むられてい

竜と見るべきである。草生という顔が民主膏勺登栂に賓献しうる髄〆費天の二

と竜またそれで初も。乞してそのようなことを適して、冷凍如何なる有声‖二

進むにせよ、東宮に出て呼く前に、飯々I㌻牝についた秀之をもって入隻を歩

めるよう蕊なにか明かもい免とむしを帝っことが弼乗るように努力するりが

天草生名の正しいあり方であろう。そのことのた鋸こも転、マが蜃由に姦し合

い、櫛窺しあうことが出乗るような易を蝶々自身でぜ裾盲か込琴武を餌こ

れか学内民主北へり出発点であり、麒葡遅当恵としての大学当局も学生かそ

ラいう方何へ逢むの乞応磯してくれるのか本すじであると薦われ為のである。

／回生り崩落はすでに立ち上っている。轟兄り緻鯉蕨で禾′されたエ射レギ

ノをもって奮施される＝とを窮碕する竜のである。
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『ヵン了をなくそう』嚢読んで

その≠、一夕について感じたこと

2王ら空　席松　利選

先ず、濱学事ひちか太・カタカγり卒明年風教について考えて見る。僕牒

l∴　‾∴∴．ご∴㍉∵己
ほ〟教する。（イケムラさんのと）

をもりで桟ない。というのは侠礪

頻濱の高い尊号低い学も同等に敬われパこし、ることそある．そこそ乗照り‘来季

についても鞠ヾてみる必蓼があろう。イ多4ラさんの額解（（胡／〝／崎．7月j7

一番上の左側の泉」に基づいて計啓すると、横車はデ．之　　ひられなはよ．ヱ2、

カタカナ抵よ．之／となる。（カフスウ／

僕の禰べたりを別象に礪げろ。ところで

スウ）いすれも少しずっ澱少する。

を比叡する怒涛は、

偵鬼に於ては貰い方法だろうが、ひらがなそは少々あやしく禄っ

．ご　丁　一・　一．

てくるうそ

⊥言＿二⊥．二二二・・－

今席は藻草を攻鳥になおすヒ汝の促楽に放る別についてで侮る。／巨ケ拭ラ

さんの俊足に従うことにしよう。しかしそ¢俊足には、マスメり大き一さ択変

る場合とう太るかが含まれてい太い。計鱒を訝ると、マスメり大きさとミヤ

∴∵－∴・∴∴－∴∴∴　∴二二
久メの大きさが比例するだろうか。 竜壷を≡当室章旦塁＝ヰ』く概芋要；′

三竺挺難等三三三三二÷一土i　句的／0れ之の中に何十李も竜くとれ、何へフ

タ㌦ルにつきT字ザっ者くと膏ったような擾端数苛巧は除外し培緻萌な紆転

に於て香えるb粗当ノ】、さい学になると、帝撃確固は短くなる可能ノ性′，丈あるぎご

大きい孝を番く時より相当稗径を礫わ粒は嘩閲は懲紹きれないり′′　撮森から

うが㍉　こういう魚津＼らシメンにセイヂンのあるトキのちヨヨクモごガンについ

乙少マ疑喝を持つ。

：一∵∴打∴了・：・ノ・’・●、・＿．．√　‥シニーこ〉′一トいい、‾；・・

一軍二†

：・　　・・・

スそりめとで鹿¢ようにしている狩り盈産む〈イはミスネ

リントか。それから同じ象り上り蚤でヒラカナの所、左側

で♂／♂ヲ　と克ってい るのは何竣たろう

萄藷同塵は悪々日本憩を使う肴にとって断じの潔い竜のである。おおいに

論じようではありま虻んか。ところでイケムラさんの伎髭についても柴簡紘

一23－



封刺・及比例より竜プと変った篭りになろう。これはマスメ句末きき私交え

そそり節蓉時商を妊かったり、入力クスウ乞更えてやって争たりしたら、何

訊ボ瑞られるかも知れない。ミヤスサと理解しやす王について毛、二二では

画定によリー章毎のミヤスすについて考えられているが、瑠解しヤすさとは

腱に－単語の長　とか、藷頒布、の擁払森んか毛おおいに岡係してく

ると憩うゎ壌辛を平蔵急でなく、産偵名にかえるのもイダムラさん巧云うよ

う克利魚はあるが、なお栗東もあると革う。
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ざか撃て通好「吾輩は鳩である」、Ⅳ「賽傾萄手簡JJ

J㌫－プ乙＆ア　中学液社食希教科乱射、孝族萄舞占年厳科啓

・、　1　　、

耳甥回国己
斗勤生　市対　晃

アγロジ岬乙揖二／サ牛久葵東軍輿を引いてみちと、鋤荻や形○領収・
熊野　脇轍、お仏′定見〕㊤「論告」類堰∴㊤「隻」兼似、とある。す希

書つち琴なった之コ咲上りもりり中にある顛板櫨のニヒである。こらアナロジ

ーの画像を衷わす富豪は賓に多い。「例えば」「～にたとえれば」「～りよ

うな」「～　みたいな」「同額に」「～　に等しく」「へノ　を多薦にすれば」

「一一）にヒントを得て」の勧㌻きてyある∴誰しも全く軍頑なものの中にあるア
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ナロぎーを免っけた噂甘、恵外在驚きと相子一好け、同時にスリルと膚とも奮

えないくすぐったさ、最後に楽しいほろ酔いを感じるもらである。

最も喪家約定アナロジーl二滴為がある．単なる家簡明急葡味なら何で毛な

いが、その恵に到り魚礁が増されていて、をの首が勾って尊顔きれヱいろ象

が洒落のウィット、ユーモア、響句、虎肉の草案となる軒上火であも。たヾ譲る

だけが盲く合っていて、その稟り無味が、すぐにガるの葱駄滴薯（吸口）と

老い、通人（ユー已アを秤する人）り忌み礎う鞄のである。しかし、餅々草

生砕晦の向で葡萄弟を礁ばして会蕗に好を凍えてくれろ通人（葛絹針ラス∴）が

iヽ竜。その中で一寸は、ましなのを／つよっ。今年や7円に地アルプスの新

潟穣大谷監遡行した帝のこと。谷は両岸のそそりたつ紹麿の養左深く教く議

初夜しぶきを上げて、ヒーと一と流れろ人駄ここ〟卑未踏の鍵b「二つ辺は

何七も倦んでハ＼んなめp」M看すず＼さず、「いや、氷水澄んでる」「わし

驚、もう双六はやれんなあ」　「正行にスやれちゃんげえ。」　こんなり‘は、

r伺かいの草屋のか草生ん、随分隼ヒった夜あ。」「ふーん、方、けたあもJア

ラスであって、なかなかお耳に机かれない。者たく、しっと葡味深海り榛、「尋、

レオ8ジーの勉頚してるかJ r参んなん、イデオロギ小針たいそ守る党せ

えへん．J　目安、正にアナロジー教室¢像等虻である。詔礫令姉も学異常の

噂、rニり窯いりん、何が亀東とんにやらJ「そら打前、フロライ　∴やんげ

え．j r療條あらへんやん．」が篠び＼弱勘」、駄滴落としてほ戊窺そある。（と

ころが、禽名産ことに、薮八顔しそ茎労し乙亀うたりに、グロライドi二乗い

もりが太いらしい。あったら数えてくんろう．J

この滴養毛高尚に凍ると、孝子、為藷に膏曹尭為うり後日を担う。韓に凍

れれ定、都々逸、叫柳、狂歌、酎二異萄鋸こなって和歌、僻地の主たる蓼

毛よ●．守る．

軟束ねとたい二王や象り太りかな（大江苑〕

世の中はいつ旬月兼に米の飯とて乳申し在り欲しきよ（現車東象j

天轟く風澄む山を教えけり（雇膚⊃

この滋養に対する連発カがその人の趣味・教費に密條レそし　るの甘、萄白

けが、この萄貿有為ヾき滴貴之悪網して低侮tこ化し、喜んでそれに笠を出す

河東が東山いる，週刊敵の「大人のマンガ・よむマンガ」を嵐てこヤリとし

ていろ内は、まだいいが、往マにしてC群生のコンノヾそぼ、昏脅な風発瀦篠

が出して囁くに耐えんことがある．A・百・G巧特にIはすべきニヒそある。

二のアナ亡トジーも・衆は＼1鞭であって「学」であ。「蘇」で、ある。
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挙句を体系ずけるたのり根本哩席であり、それ牧学園の学習ずけり膏等たる

孝鞄であることは、施しも筍のつくところである。しオロジーにおけるタ、ソ

シュポットとスプリ　ングが、寒流回静に左目ナるコンテこ／サーと魔境に鬼肇に

一驚しているし、ス電動制御に机、てプロセスり勤掛茎の鋸二承りせつアナ

むシーi暮ズり車康一療養に明禾きれる。

教範

隻　　　　　甘　　　K乙環戚

ポテンシャルP　　空㌢胤
牽葺　　　　T　　　　んし（れふ．）

で単　　　一∴　　　・、．・一　、・‥・

蔓草　　解　　木仇£／極

量‾　　　・　　　　●・、∴・

左か灸　　　　埼簡素

勿〆　　　　　　　　姉J

ぺ冴／克之　　　　　粗

‰（ヶ町ンルj　　　　私（7，流J

・）・－‥、〝・．・．　　～・∴、、・

′　・　・一　　　　　　　々I．・

，　　い　　く　．J．，　　　●・－　●　　．、

電気系

ク〆ロン

ポルノ卜

尤も（各乙乙）

●　一　　一

、　　　　二二・一

・・く　、　、∴、

乞う外、町費合壁観におけるモノマ㌦／＼′コ㌧一昔㍗jマー巧組成グラフが、

きくよ身分系の気栗平衝動二碍当していろし、PVェRT、汀すご首γ、qF

ニ尺丁（年は剛健牽J味、毎襟帯における物項の乳酸王が、かくも桑しい零

式のアナにコジーによフて泉ユれる句には、驚嘆り外は患い．ス㌦マ凝った軒

では、例えばア老トン（ゼ∴Pござ‘dc」）、アヤトフェノン（エβ20C）のようなふ，戸

考穏当巽なみ液体告ごちヤ鴬色にしたものを某省すると、爽寒を無慮すれ違、

これらは、寛ぎによ分されるが、二りことば、タくり頗東歌筒息¢凍勢を行

怠っても、鰭局夜乗数が得られ、貿帝と虚帝が党蜜によっに事現雲れること

に録てい為。塞右記混ぜておいて笥巣食に象と毎日ニ分けられるボ如きである。

コロイドの弟養乞衝いていちと、マクロの世界と三グロのせ照が如何にア

ナコジーを放しているかがよく拐’る。「三世ルをガリ眉う葛うたら、あの全

学連のデモですたあ。何人か＼晩夏組んで、あっちでもこっちでもフツランヨィ、

ヮッシヨイやってんのをへリコブタ巾から免たら、争倉石かんの≡≡ゼ＝レβH墜

絆できるやろ。」　登聯すると奮うこと、これはよく考えて訝ると、アナロをニ

ーや驚免だと塾蓄える句である。京練に希るが、㌦マ〟富．二の凝融襖の羞

着通こ泉戌ムて．と点っている∂　破線、微塵やプラスケツクス等の轟有子を扱っ

て∴うる演がL対生がC＆之∠九、の触く亨を優り伝って、また竹禾長くこの磯魔

詭及義家友画像を鰻げていこうと奮ラここは、よう骨る武、何かレら鎖一己が

んびがらめに身を終られて動きのとれんようにさせられているという砥じを

菅野老いでも太い。そこでこの風前濫変えてみてはどうでしょう。「ミセル」

監場あっちこっちに監んをグループ類であるでしょ。大きいり毛小さいの竜。

∴、7－



∵
．
　
一
章
㌦

ユもぬく
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その中で湧えたりゃ悩んだリ、面白かったりしたことを額に熟せるんです。

そうです。ミビルですよ。髄親しました。＿ス毛日工に房いり　ます。

同じくコロイド分散系に商する行笑い。「せり中で㌦番客上りの商売何や

知ってるか。それは水商売ヤそうですねえ¢　水は只かたいなもんやから。と

ころかもつと尊い商売がある。それは何と新京一斗と‖－う硯。薬ちか〟く蒸

らか－く。あれは殆ん　空気です。空気は　恕いもんはない。それより苛つ

と凄い只儲けというのかある。それは襲空曹や。何にもあらへんもんを患う

亀リよる。」講義という葛やはかくあって欲しい。㌦願に学向というもらは、

偲家墾＝こ取り叔われ易いが、これを異体矧二項や已デルや横型を侠ったり、

又入園を籍ち出したりし乙そのアナロジJを学才こ、¢が√番劣り葛い飴大人の

世界皇子礫や動梱、遜物、あるいは包襟にたとえ為のは、もうたとえ轟とい

うよりも全く鯖マの里香に薄み込んでいちょうだ。おトギ轟、重義、頚晩、

靡、歯、戯語意とゝは、毎日∠こかで見料するもりである。

朝日親疎タ列の「カタエフボ」から古　庄
／／RJか日「観を貿われて」も・カ＼Lも政界、い音頭黎一十亀崎背後

／ノ日立71∃　「薦藩法」　伺溝は超混和二可渡し蚤した。一州　与・野党

／ノ習え7日　「郵便物遅配」＋年賀状、グ針首と、二者そ行ったやら

・一、－－－－－　号二王　■＼

ノ正円　耳　目　「ケンノヤンジー衛豊」　だんだん人釦二

／
／正月　‘　日　「へ－シンク、カントレフ」

ろこと雲。

亀1
＼

Y近

遷化霧

田不のお家饗は？　参粛す

や
岬）、　禍根も又アブロジーでめるb g万骨の／亀頭を量って山を歩くち敬をjJ一

ミリのカラーにおさめる。後でスクリノンに映すと、秋山がほう了、つと購い

出される。こ¢増癌、スライドは、凛頻りミニアチュ　アであ刃、スクリーン

に習った光衆は肱大域であるが、これらが相似とゆうアナロモご〟」ニ結ばれて

いろたりに「あっ、男前やなあ。」とが、叱喝を観て「腐れ、ここで葡萄が二

二」ヒ琶えるのである。二の纏奴をも少し爽吐んで考えてみると、a為り覇

にノ吾／り対応が或立する巧である。党食に／対／の対応が威立する噂、寛

各論では、計数が等しいという。長さ／の韓分も塵額合体等新教が等しい。

久也裾幾何学に現われ礼は、同梱ヒ呼＼ばれる。三角形毛汽毛同梱だ。どちら

も平面を之分しているから。為つと面匂い議は、産山宅の「繁簡ヒ凛感」（患

双新番目こどっさり覇、っている。又友ぬ東や養液から喝向と菜に一度聾ずっ
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乙茜と11
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尾崎行慮

・一丁：一・シー

やら

写：1ニ　ー、

遷化義

孝郡す

牧をJ、γ

つと鷹い

アリ　㌦ン

培ばれて

籍商が二

見為り覇

●　・・　ミi

寄しい。

，どちら

憂慮」（幾

を覆すっ

憂竺‡‡芸憲

こtでッLアップして及煎逮夜髪遠鉄できるの苛、軍鯨団竜篠本毛無限の分子

すらキン、乞れらり画に／吋ノの対応が成り立ち組成が項わらないからその

竜泉下あるので凝る。

孟＿牢にもアナロジーは、㌃可矢である∴

ト．モナ 許す丁をダ′ンジャズ歯対象は葵をっていて竜、い⊥「

ずにも人を煤億ヒさせ毛管葛がある。これは美ということである。ス右∂一ツ

季夏節であるがと、ラがということで轟務レたことがあるが∴　アナ1フジ一台守に

考えれば、勘、薦味の蒙解である。．

恵 三の中に観劇があリ「離徹して軒かうま者の掛は賓そ句も巧である。

アナロジ／敷戸尺、に刹椅した刺で簡台目今に、アクリル登竜が豹毛。「ア

デン妄レ怒＼塵は、バレリーγそす。畢学為です∴紅突家です。ス基山ツマンそ、

了さ蜃廉です云々。」　何のことヤら分らん人は、去与り／針畑新蘭を乳て見

給え。

「あいつ渡す出煮たんやてえ。」「そら大変、諸関害に よう。上　に

去っては、犬費用増儒者以外の伺塾の下等為し1。

考プでお馴じ秒の「〟鳩や－韓や」　は化人とり共通焦し主に栗鼠」）を鬼損

ノて愛境する気革をよく壱い当てている。

慶大と異なってい太い二と、ス、

．、・ろク「てねも、 寮

∫

　

′

／）

て葦いことが入閣の心の、更えと患って　鳥
つ

二のよラにアデロジーは全く館々の璧議の串に隻きており、その中には萄　プロ

頑巨二をってしまつ

繁り主たる野乗で勃リ、学画面東夷ザけり標茶壁食であリ
’・．∴∴．‖＿＿∵∴．J

二・：

学習すげの葡　Z？

莞寺子竣となっている。縫ってアナロジーを乳つけろこと魚体が入閣¢生き

蔓輩でもある。蝶々は、常にアニケに仁ジーノを頭に堰いて将煮麺るヾき鱒…麹に対

もノているので観る。

／タメ／■／㌶・／J

ll∴・一
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⑧・画 二のナンピンスなことば
‾‾‾¶■‾Ⅶ　‾叫‾▲■‾■■■■◆－■‾‘「

アイロニー　ミ∴－⊥【二二二－．＿　」

2回笠　　竹西肖土　一郎

「／多くこり人喝は．ひごく善悪点る官費にこだわる協りで参る。ところが人

々のその義徳の判断の嫁御は〆体葛項的太も¢だろうか。八はイチオロぎー

に礪する判断から、小は日常の拶柄ヒいたるまそそんなに善悪乞はっきり乙

きめられる量りだろうか。剰えはせ巧大入渡り弓から免勅は学生獲動は「長

調あがり」であり、「アカ」ご表現される愚である。だがこれ汗ま大人摩り登

竜大正揖〆ドと一致しないからl二すき太しっ〆Jか学生濃蘭象、項伐健勧象ク

を＝二は、宙分に及押す五戒は「反動」であリr　日和見主義急用、あり、そ句碑

勉は自分達底値対的女尊であり、反対毛は痕で怒るという妄執こすぎない巧

だ㌦

だが轟がそん定二と．ををえよう。妙夜寒腰だが人廟が入園で香る限り課し

て絹要す酌′な「老」窄「索」にはなりえ患いし、またそれらを作り絡太い。入

時はいう生物は寒に斉属だらけで、右党重き㌍護り太い生物である。（竜も

ちん礫のいわんとすることが診る人にとっては荒宛合の見本みたいなもので

あることはよく知っている。うそしていかにしようと毛人晦は㌦両に進撃なん

冬はしない鋸上　アレキサンダー大帝毛農爵ネロ窃撃アウアスティ又久もヒ

ットラ｝もケネディもフルシケヨフ名人商状外の何為でも虎穴。いわゆる天

才なる八両には、とこか凡人と実ったところがあることは自軍だ就、矢牙と

凡人の菱は結局人拘りわく外にはみ虻す二とはでき太い。そして人頓の行動

を支離するものは入画が攫球上に簸生して咲未婚繊けてきたもりである。そ

れば礫の廟こもあ在た方の肉に苛ある毎然¢欲求である。フ車シナヨフじ吊

さんもケネディの努僧も健康と同じ席に蜂には磯い威望、喝には増徴に射き

たてられて行動する。かんな大磯も軍人や寵嵐にはなれ太いも　そし乙いかに

きれいな表現でごまかしても斉腐だらけで、木党合意人商が寝針出したイデ

オロギーや来観かどうして番曙判断の姦輩に亙り得よう。その上悪いこと」二

は人覇はただそさを、ろくでも慈いイデオロギーや栄泰を乗数的あるいは禁

鳥萄句に省令の野貼りためにゆがめて毎分に解都留に利弼しようとする。そ

れ沌定食主務可覇の「修正主粗」と仇「教条童簸」と〃＼の議席を掛て毛わか

るだろう。すヾて故習分に都督のよいが孝であるというのである。ユーーゴー

ーy一

に楓＿ユ、′
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にはこし一コ十㌦の、ソ針二はソ逸り、平射二は中凍り利益が葡る。囲象という

ものがどれほど自分事也でもりを云う別は聾編や摺水腹爽験や膚止、港内を

みぞも明らめである。鮭斎鶴亀盤iニ耐えられなくなると卑鳴宏云々し、目分

の方の爽額か一重リすめば壊奔騰停止だといゝ、竜骨の桑‖こ新しい来者が尭

承、これ、相手監材兼する地車か起れば個のためらいも禄く萬削する。これか

イアブパフ彗㌧－のいかんにかかわらす萄濠双下りすべての入朝醒／会り本項そあ

あ。二ん尤穀象を作ったリニわしたりしそも何のたしになるりか。

日常生漆にお＼、て毛同席である。桑萄いか＝二乗しく見える行為で笥】どりゃ

には喝い流れがうずまいている。友人に常い復毛ったり、孜ぐさめたりする

曙の包男の唱の坤を考えて訝たこと状牒牒だろうかlゎ　ちょっと気を鰊耳と姦

望、礫勉＼厨がのさばる王者を免れ店数だって自己儀魔に打ちいろだろう。

■人師宣寓に矛周狛まらんでいる。挙噸・素解・イデオロギー・索歓に粛盗

む面と金や双カを額肇するためには廓㌢紅し∵乙もいいという面、人廟はこの二

面性り捧呈であ刃、個人の中そ敢倉の車で韓にこり二つ様相亘っていち。入

射時勢、立場、昭司‖こより前萄教養としたり後鹿を宅とするりであもb

堂塔と簡とり同産も檻利恵が面白い。人和ま鹿宣教暦の中でしか生きて摩

け杖し湖上その寮域り欲得は優啓で潜るク　で方八両は社食りたりに生きてい

ろりではないから月辻煮て）た度目ニ負／軒巧匂密が衆鱒さ拘ること豪きちうっ記者

は萄く者で人向の生きろ手段として存在するりであり、八潮だ〉包的であって

はならない。ここに個人の自由と生∴体の株多をいかに釣′合せるかが何題とな

る。僕偶人としてはいかに毅高な自匂勺（そんなもりがあるかとうか知らない

が∴）のたので笥個ノ、の自由が奪われる様なそん孜社食は菜喀らえだ。だがこ

の聴覚夏草句から拒香する人もあるたろう。あったって射まわをしっ。いや潜

るのかこ表紙た。そして草嶺を人にもたらすが故に巻である怠夏と慕う社名敬

啓”監巨日計す人のセリプ竜また画題がある。幸福と」よ何か、物項的に蜜かそも

滴神町こ自由でも寒露かどうかわカ＼らない。自身が牽嶺だと洛う二ヒ。峯魔

とはこの尊信にすぎない。絶対匂用事裾は絶宵媚尭車や忽ヒ閏礫に人の世に

は存在しえない祖ので怒る。

感萄凌駕を賓めも塾のは人喝の生壁明哲鹿と、音槽徹りである。八倒り賂

欄はすべて無葱殊そあるとどもにすべてり篭頂は燭々り低値嵐待っている。

そして色好にとって尊いのは包ガ句意僧と色好に部名のよい愚僧こそ拙宅孝

倉異常な顔蚤が払たらした狂気の彦甥であるが何れのたしに舟るだろうと二磨

って敢えて日新にヨらす。
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南　　　　　　2回生　金井政詳

翌日も観から静かに雨が簡っていた。人の声∂ヾするようで何度となく虜逢

えリをうったが、頼れていたのか起きょうという党は起らなかった。遅く有

って巨を覚した。南は轟かに構っていた。まわりが夷しく眺められた。しっ

とり　した住宅地の様子が釣になって初めてはっきりした。針分の歩いて煮た

適が何たかそれでたいようであった。新教り窮がしっとリヒ叱蘭をぬらして、

庭の詔末に笥犬小屋に毛、句うり摩篠毛布、線、毒ヒそれぞれ喜着いた空相

を訝せていた。

海岸に伺ってはしっている遣り巧側の土水盛り上っていろ所に忠の木が安

々と生えていたが、それも励外慮重りカーブして乗る酢で音更つんと切れてし1

た。海岸にも通いせいか、さくさく　と歯切れよく砂に埋っていった。

線路に対して右側はすっと、一一寸こじんまリした轟が続いており、左側は

高緑棲宅蝿が続いていた。

和は一時やんだかにみえたが、ス覇と同じよラに障り飽いた。

江の寓をまわって塵解凍倉に轟いた．

通りを歩く竜もまばら、しっとりした大風がの夏をしめらしノ姥かったβ駅東

漁りを右に盛るともう留り前にこん量りと私が見えた。鶴周ノ＼磯軌は雨が曙

っているに竜かかわらす、あちこちに八が、みえた。省みやff菟リ巧老込訝モ

ー一二・一一
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針目＝妾には女らず、酋なたて計妙知の上告歩いて行った。石段を昇って上菅

で行きすぐ引き透したp　竃亨の社をまわり、観望館ヽ入る安いこなり、入って

見物レた。めずらしい物の中にも、語畑こはなっかしく礪われる二、三の像

や勉励毛まじっていた。

そこを出てから泉漁りを轟をのぞき太がら歩いた．後席彩リヤ人形屋、ノ上

物塵や、堵築造、刀剣虜、毒餅屋など、めずらしそうに同じよう存痕にも何

度か入っていた。嚢通りには新らしい毅や古い豪ががたがたした塩び、やが

て畢　駅前に弱る境には魂うら時をまわっていた。タ象れの薄明リの車にき

んもくせいがかすかに番をたゞよねせていたb

侯容行のバスに乗った。EHよほとんど藩れてしきって、迫りはほんのりと

萄鳴く諷リ、やがて鈎の中で萄鳩目こつつまれてしまった。

履替り大路様静せ＝二坐っていた。疎いこめれ、ライトを寿げながら卜噛り中に

うす線を額ひて、やわらかく薄か沫上っていた凸

駒にぬれじっと撃ていちと、大ノ仏は掌に浮かひ上っているようで、考にも立

ち上る吟では養いかときも患われた。

辺り揉全く額がであった。入れ蓮日日こ子供色渡れた留り人が璃て得って射ら

は、人っ子一人いない。太極ヒ匂倉の雌は動こ釣れた私の射まかりであった。

全く予鵜だにしなかった孝折、宛然触った¢大朝をこん為‖こも予感して亙郎

った包有を象った。

バ＼スの停留計まで足って庚、つた。嶽んたかそこを立ち去る吟が鳩しいように

略われたりだったか㌦

喝はやわらぐ親子もなく、むしち激しさを増したようであった∴

二三！二　∴∴｝、

東
　
夷
　
彦
　
私
　
案

論
　
客
　
布
　
教
　
敏

激
佑
叫
　
下
野

寵
　
蒐
　
草
　
本
　
訳

之司隻　　覇脇　利雄

金井　政孝

ノ礎等　　勧

磯ま　　あ

／回生　　拝上　隆之

叫祁　了一

J
．
竜
二
・
－
・
一

l



昇れ　三回㌔　阜
F比は全くの創作であって仮に家智者があった1乙してか敵暦にその人左膝

魂する孝だけぼ避けてぽしい。』

尊日順亀合わせてLl筏がらどうしてこん忠節に塞いたのかと君が魔る孝ぼ

㊨っYおだ．しかレ私には手解に者いて功名に音渡す脅亀沢なかったし．ま

して口で伝える費は洛外首の控。争、私法この文を窟だけが親心でくれれば

と思って者いてしヽ竜．椎の人には線分迷藤をかける沢。

まず感状今度の歌行色適して慾人　納毛．栖鳳の栢覇者柵　を得た孝窒心

から啓二課たい．人間の客愚の底に潜も痍蹄の威席巻全く超越して魁から終

辞に祝葡できる私督ダ杏東は全く孝吐養なのだ、感状′歩乾山じて私告発穏

褒めのノウに葱は密約恵嘗得た帝を尊げてい名水，その轟に成欝邪亀鑑親し

みを増す浮けだった．

「努は私にも薦め戟ケ司覇に将未を萄レ忠人が栗東に慮る。」ただ巌だ首

里葛うのに隠■分ためらい苦し‖己。義貞受戒ノ夜．萄崖を乗にすると藩七密命の剋

頂き垂らしたく在る卓の藍．しかU私はその街針の外にさらに紗額を浄っ巴

夢に灯して感に鮒まるべきかも知れ思し＼8私はよく友人1こ「早く番人象簡ち

たいあのだ」とか「よし毎食も噂節葛巻」者と疋淡ニーかいこβ、ぎげに緒に敵

将か私にば満ち足りた灸椅状かみ日頃られていに。もっとも私の療盾轟の礫

に掛ここ人の心の触れ合いから出思したのでなく．或る私の坂欝に心を凝っ

てくれている入坑′　その会社の部費の末娘を葛介してくれた折から出産した．

そめ好には硬骨は愚繚二軍生だったから．賀喝寛彦は私渡の癒合それ玖密埼

亀罰控にしてし1億1＼琴だ甘味甑ってくれるだろう玖／鎖せは今泉私立尊蘭大

の〆回生である．真倉の繚食の爽蚤をぽこ亀者はきっY私の茸にも同11かけ

てくるかも瑚れ翫ヽが．今私に痘因った孝に裸身（常子Yいう）伏美人なの

かどうかそん恩掩喪の官‾決どうして名付か尽しヽ．しかむ索の人に常－レαに‖ま

とら覆いだろう．否清ま酎1．懲lよこ舟電撃を名に熟す確りは毯かったんだ．

ただ抵率鰐私の立務電車しくしない　一斉首席しみ一　軒［‖こ摩った旬＼㊨レ

れ思い訳．
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君には冤ザある．私にも，君毒舌よくrわし喧次男だから繁栄で額の面倒を

施んでも償いし、濠の敗登継ぐ1軒要事這い㍉」と．蔓って私に国魚させたが．

賢慮私にはそうじゃほかっ七。私の家庭については宅だけ状東口ってい篭奪求

める。だから昏命が写本恵に同憩していて車を衆知して輿しヽ若しヽ。私は1ヽつ

か健食にこの皆を格げだ肇訊あった沢綬華はW賽の閏にそれ老薗き漉し莞∴

京城のせ＼＼かも知れ貰い沢、参、㌦つは硬骨の象には私のガに突く初氷多くあ

った鰭車撃大猟にある都電やそん恕チ肘ジョアのつ苑ローケ鉄だ凍魔物群銀そ

包めゝむ棒状伸び乙葡んだのかと不安め甑押し次がんで新郎あるや
私が被せと将奉告杓した曙番傘の番の棟にノ　し＼やそれ以エに登頂矢であった

か＼も知れ猛い‘　か　私ぽ　≠賽葵の私ク　を考えずにはいられ偲かっ七。そ

れ溌香車電う嫁に番と逢って㌦＼る．私は今＼もそんな私が乗れな「蚊だと洛える

好があるタ　それはや私の家庭ク　や傲考との社食鱈電凰軒鮨ほ家肇の契り〝

、遜点の禽痍時代に漫歩込んだ嚢民礫檻〝そして私が永葱的怒髪牽雷撃蔵を

求めている琴老私葛努に輝き掲げる庵に′　こう毛色食餌溌葵を尊さノ＼姉為の

カ＼と患うと暗雲こうとましく．帝に額老しく白骨を覚えるのた．私痕私琶透し

て者に説き掛けようとは竃、わ扱いヶ

そして私は′　そん怪や。経簡〝に□尖巻驚き出す　≠出乗に人間クでは思いし．

今の感にそ山荘隠寒さ定常め乾し＼。じゃ何故＝ん惚奪を　と逐次鼻ね蚤n背

き期曙する。－…ヤキモ矛やキー一一一ヂシャ八リー…説教慶一一一一や　奄′　ただ私服

威ずる〟譲の不賓を君に葛匂するだけだ。轟が耳を嚢さ射ヽ緒さえネ私惑伺

射急の檻＼の乞した名の一一一一正塵掌って願わしさを驚え議事療薄日が一一一一を感

じて葱敵失の心壕に放ろかも∪れ思い。

だから番の属歌い軒で千乗解させてくれ否

『惑底燃えるがよい．食て愛鷹き葦、くす魂の療叫び老礫封に瓜ちまげてや

酢∴　－覇の不衆の

蔓‖よらんだ舜間を選慧
茎二人して郡律目釘奄弓ざよし上乗に葵優賞魂頓の孝碑

が安い。ビル蛋歴葛を髄裳から閑雲出してただ夜食の

ささや号に酔うが幾刃．、、来しし＼〟　という葛寮が宅轡に塾るまでその桑を紛

ぬる別儀いす　肴賓筏t。しかし名分う。腰は永濃の翠頑登究失ってくれる竃。

雷の旅次と、飢産讐想夢牽課患いする輝で笥浄癌ヾ密教の大地〝　にあってくれ，

素は．腰の喝鮒糟は／針齢上にあフてほしい。』
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∫克之の二七　二匡一生
面　層　尚　之

督令痛苦だこの世に望まれ出てヱβ孝あまり　数多い人生産額の渡んの′か

けら琶かじったにすぎ罷い。哀曙関には成人の曹同人　をした乙いっても．

まだあまりにも永常寛人閏ではあるか　生まれてからこのかた．魂に八と変っ

た烙紫を痘たわけで恐題く．ごく平和ここれまでに奪ってきたクモの揮い二審

したぎ枚の乾生も．ノト学錬時代から轟考尊繚緒代まで．ちよっY考えて教て

か栂営枚数にはる．そのよう歌舞疫から大患リノト息リノ　いろいろ食刻轡を受

けてきた。象で▲　これからもいろいろの東壁に壊し′　いろいろの影馨を受け

ることであろう。′そめうちでも′　前凍時代の族生から受ける彩馨という毛の

疾，ちょうでその時代が′　褒令の内外に対して大きく声音み視ら茎はじめる

緒期であるだけに．暫倉の滞神都竃蘭にあいてはか徹り大きいものであろう

と患う。

S乾生は轟尊専攻一軍鼓の商の撃破担†互であっ七∴入、曽式の召，教塵の上

のS乾生を簸たときめ努一印象ぼノ何かの本で簸た，葛叔する前ごろの審両

替乏介の寄鼻そっくりであった．衛ぼ商い戒横がこげていて．観の亙塩瀬乳

も敬くべサヅとかき上げられて了針はくぼんでいた僧　すごく神経贋で厳しそ

うであった。しかし　状はじじ　るる　六変二ユーモラスで，「㊧∈‖宣オレの名前

だけ覚えて宿ってくれ」といい竃訳らチョークを取り上げ．粗放の艶了酌吊

に大きく皆倉の負覇を尊書′　「どうや．ええゑ商やろう」といって教ん敬老

突わせた．まモノ「オレの象はここ守から一一一一」といって果敢必索覇の額に

鯵轡をかき一「いつでも屠ったことがあっにら東歌に泉い，また渡部にも果

てくれ」ヒ11われそ．入学一彦和の日放ので教室の牢でかたく覆っていた営倉

も患わず．乾生のガー呼殿からくる賓衆評ほぐれていく思いであった．

竣豪は契韓を熟す緒って治られた。途中でよく轟が硯媛して．その寓の内

層夢先生坂将のユーモアを秀之た入室鹿など吠多く．脱線すると僕専攻天よ

ろこびであった．蘇生は，やはりその挙からもわかるようにノ　以前は病床に

あったそうで僕等に寓‾して竜よく健康のことについて遮蔽されたりした。

その按，クラス季廣一河か′　太一ムルームのことについて相談するために

毛蟹のみ亀を訝閏した，そ∂とき．野層の車の天空慣書棚にぎっしり本がトっ

－36－
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赫 まってし1るの官給とろいた．「葡みたいるの水あフたム蜃蘭に韓ってし＼って

くれ．いつでも読めたときに返してくれたらええ」といわれにのでその蓼輝

の前にいくと∴　キ工」レケゴーJレやら一　漱石やら′　ヘーゲルやら，鞄俵．簸魔

裸像どが粒慈しでt）た。あらためて乗亀の蘭書衆に成心した．またいろいろ

芭アメレべAも乾せて下さった．常′ないの写泉や繚乱の寄奥頂ピ伏虻てくると

庭坂はちょっと取れ気欧に観聯したりして下さった∴　その時恵むはま僧培帝

検問もほかっ七のである．輿さんは英LL＼人であった．

泥壁は労＼ら巴の都合もあって．グラスを受け播っの珠今冬承筋めてだっモ

ので．非常蔑ファイトを燃してかられた．グラスの薦もみん珪素吸老嬢額し

‖こ凄　　　ていたし，乾奴も償草色低頭しておられた．奥さんが（蒐勘ま僕等lこ奥さん
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のことを「ララの貿屠」と呼ばれている）浴衣を入れてこられたとき．転生

は薫れ老ノロ飲んで舟もむうにこういわれたp rこん敬二乞色名い出すと、

あいつ気違いか乙豪われるかも狩れん釈′　ガレは孜七つノ　ウ矛のクラスで今、

虜の産額絨硬のときに賦常凰観象しの乳願老やって臥ようと敵うてけ竃のヤー蔓

これに官僚もあでろいた．しかし紫弘法っづけて「この度の率玖不正牧でで

滴ち満ちてし＼る1こき∫：ひ1乙づ－　ウ矛のグラスが範立って．絶対に不正は宿庵

わ覆しう．Yいうことを啓を掃って瞳っきりと蒸して哲こうと惑うのだが」と

慈つて凍寒に愚兄を求められた，これには礫壱とっさにゼう夢見ていし＼かわ

から意かっだ軋　考ん貰ことが、翠親したらすぼらしいだろう怒あと承った。

しかし．＝れl二はクラス会、費の帝密約檻演儀かいるのだ′　奴東虻ということ

⑯軒され後日′　一人で老不意琶行な射ば－　発症をはじめ一クラス会・顔がJそ

れみた＝とか．tと外野から癖栗を受けることに猛ろうノ　そこぐ舷臼のホJA

ルームの静岡にグラス倉頃で礪敬する二七にした♪

グラス輯礫で事′　この潟東妃の点状同産Y竜っに伏，これは伺■Yか叙ん鼓

の竃藩のカで解決慮乗るという＝とに寄った。しかし画震熟ま腱にあった．関

わち一　統酵中に疑閂が鑑じたりした癒合どうするかという二と．さらに頭取

甲の竣戯塩と．いろし＼ろ監潜伏い尽ければ解凍きれ登い喝摩状あった．かく

て一　この賦寮監萄はしの紙額は栗東でき蕊かつたのは殉愈であった．

－質藍糾終りめころ．兜婆」こ御めての禾ちゃん釈放承た，それを寄食して

着生はたくさん展墓玖解れた駕．夙ん怠1こ彰或んでほしいY，リュ＼yグサブ

クにいヮば日本をっめて尊按へ捲ってこられた。患空は武着止移乗窮状爵さ

で，考が勘＝る′　その争象など祝融1って。た．そこで僕考のクラスで凍事

象をつくろうという二王に覧フた。者転・薗動こノ㌦トに櫓リだ麻の名編を

つけて碕って好けるように旗っていにち　この磯寄食ぼ．ニ草生，三質庭と喬

－37－
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ってグタスがばらばらにはってから㊨ノ　ー賞の帝の資異状この公の賓負を以

きうけて．っづけちれた－

三軍藍の蜜、リに覆って．謄し封されていた蓼碑林改部されに群衆昭が逸っ

てこなかった。賭り入れノートぼ紛失してしまい，だれの楢リた事めかもわ

から檻く怒った．レかむ愁Lもぺミニと狭選った．蚤・窮の′人淡たまだ尊台

本腰に寄った簡】礪炎に禾渡部のこ蹄をそこで乗付けたβである．これ謀葛

生のものでぼければ乙患った求，それば全衆のうちのちようゼ戴けている二

第だったのである．それで玖ヒ雷ずそれg襲い淑って黍輿畑Jでどうするか

を相談した。梅頒〕ていたものから襲留られたというこYが明らかに怒った

ときの先生の心痛を煮えると′　とても本当のことば葛え意かった．それでそ

のまゝそつと渡郡されたものとして転変に盈えサこと一二偏った．

草祭式も閣恋い勿る白．尊顔〆珂が疫藍のお宅を訝明し′　内心孜、く談－く〕

こ，その本をさ出ブはく顔すと．乾生は「あゝ．そうか．ゴ窃碧空ん」と∴

こと毛蔑酌＝熟す取ら約七のでぼっと裾を意で射ろした．レかし．タむ吏ぼす

べて巻見付かれたか妾梵れ慈し1．そして僕啓の窓藍を憩う気袴を倦っけ思い

ようにノ　気付かぬふ臼をしてあられたの卦事知れ温い。というの乱　発藍に

本巻竣サとき′竜泉展の老いた適穀が夏、うしてる舞全lこ誘え官かつだめである，

tl。打は草祭式の田′　薦藍のところへ験動二行くと．「おめでとう．しっ

かりや乳首ノ　また番ったこせ状あったら何でも頚．虜尽くガレのところへ讃級

にこい」と′　いっ感の番手で二二ヅ　リされた，

つい売買，習練の帰りに桶然舞疫の後拳を教かバブたので．「着生Jという

ヒJ r分あ，．今腐りか．ピーうレてる．琵鹿妻＼」とたす碍ら舵だ．腰変らずノ

このS窓堅ぼ′経か伏rE］の光を噛りて輝いて作る閂のよう偲萄留きインテ

リ」意ビ乞好んだように′解めてあ百にかかった蹄乞同じく．薯が轟く，ヤ

セた′そして賓琶べサヅYかき上げた例の賓そのまヽである．その頗ノ　分量

ちゃ慶の店臆をちょっとの牽いておられたが㌦相変らずJ等求ンノウだ檻と

患ってほぼえんだ㌦
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粗目・Ca掴眈博の㌫蕗C寂晦だ澤蠍耶

ノ勒無口7㌢ンの燭弦（鋒）
取回生　　害　井　詞　二

〇く鮎拙必再物棚／（び鶉棚）〉
プヒコロ∵アレンの象命の周ノ合一　間然に、ぴかぴか洗って′　固く，でム状の艶

子又は′小油状の耗車舷の糸ぶ篭る縛次ある∴二の　のは仙　丹％ヶγ脇
と呼ばれ′　非打撃櫨で一　ゴムの悉嬢を疲成し意い。二のポリマルク変成紋．

叫0にであるさ丈Cα双磯藍を採るので同番のメ式リマ㌦
くし　　　ま刃森計′　窟蕨を責める。少蓼のオメが－ポリマー課尊慮の不発憂思グロロ

とノ1アレン鱗卵に礪るY▲賦断言全て′即蹄に，発動こ′揖一軒に衆

ぼす　　化する。・紗一物　の席安和ま′鮒線P金属歳薗（ナトリウムーガリ
思い　　　ウA，水銀メ　鉄′　飼′　ア）レミニウム‥　蚤）‖こ破って助成き終るヾ（ア二オン

藍に　　　　蟄葛乙恕われる。）

ある，　　　　この激次ポリマ叫に額奴の生成物が雌のジ工ンから憑得られて慮る。e鳶

しっ　　　‖血はイソプレンに紫外線を当てて．覇じ磯は細萱噂で慮る〃

讃炭　　　　ノルーポリて－の濱輝の解滴に対するあ衆力に私らぺて，ぴ－ズリマ〆の凰

いち

ずノ

ンテ

′　ヤ

分量

等こと

糀檻訊大きいと貰う率は．牙メ事（毎）化魯翔平で．可承り恕塵の祭儀淡麗

数次ポリマーはノー更した軋明ら裾こ触解である印
象を尊之る訊．牽く簸て掛るとノ　そ♂凝轟融、都犬ぐある孝がわかる。X礫

肇も常襲形唱を与えるにすぎ慈∴㌦

○〈グロに仁アレン♂索然垂金甲の変化（或ポリマー）に軌出て〉

グてコこげレン蜜倉の原鉱相対引こ蜜或する粟リマ一法ア隷／コールで三宅牽き也

鞄かノ　質は′　寮費化のモノマ〆（グロロブカレン）を異変象境で簡表して縛ら

れる■　このも劣‖まノ　嚢合の爵終生成物であるル　ポリマ㌦ヒ痘′　Yの櫨輿澱

著だ葵敬って慮る。戊′素ノ′　軟らかく．可塑華‖こ琶み．ベン迭ンに究倉に溶け

・‥　F　　　、・ノ左　・・‥　　・・●・・・・一　・・・・・・・、・ノブ・ト．・・・・丁－．こ．

ヒ好んだ，このる汐は帝選で汝鼠Lぺ舟くど．そ都留孝友奄して．㌦一　二日

・・・・　・・・　　　　　　　　・・　J　　＿・∴・・．・い、・．・・ノー1・一・

あって，覿承，璃解凍の彩饗を許諾も二重甘項い。塵嫁双鶴選を脅っY孝えら

・∴」
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銘を戎射りマーの．このノ上　乗リマーへの東化は′黄鎖が礫穐してノ　三次禿

給養音渡るものである．　　　　　　　　　　　　　　　睾

rHJふ‥－←三甲′ここサー　‥－ゝ　、声，パ′・・・・∴

混〕戻－タ桝山ウ　メザ均ン〝乙的　　攻る受動ま・撃に〆過程
感二段鞍でぼ像く．末々．奨貰った涙府で凝る．

く武一西畑　の催衝〉
戒椚ヤーは懸虔・選び〉屈折草の衆で癌′　ノ〟求リマーの事のl二審だ似

ている。密澄常勝奥と推戴個挙針は棄摩りした励磁ノ右　しこ薮く

観て屠る．牽瞳を礪し，ペン枝ンに可溶でノ　高瀬度溶液と化する。又．カレ

ンダーにかけて．薄い止触法　にもぬ乗るレ　沓盟のゴム照の磯楓での押出

し（血）も可能である。三好℃で．戻－ポリマーは′　その肇准逐

庚ない・Cd4㌢老朋　経てば′脾性膝（メ解）に薦針二変わる■
この変名は天然ゴムの裾鹿に額当する彰のである∴賂しノ　庶虜ばこの虜合．

尊め賓であるし′　硫養沢あっても．こ♂フクロ也スには，何の夜も貌してい項

目。この褒叱の逐虜は′　種々の溜喚菅宛える車に依り．大いに，郡耕し腐る

奄ので′　それらの閏の藩守のヰのは．実現ゴムの加硫に於し＼ても靡爾されて

腐る．

Z孔O　は．5♂dcで　㌢乃垂／ク時間で′　或ポリマ岬を加硫してしまう．

Z花αヱノ　妙物私怨ノ紗c c胤抄超克・lまj努に藷檻の蟹感で
ある。靡事項卿は布鞄敏感は一　アニリン．ナプケルアミン′　ペンジダニ／．の

瑠き．↑新芽香贋アきンである。プエニルグアニジンは．天窓ゴムの地救酷

洛軽忘却庶促進副である軋戊戸妙　に貯しては一作網状軌、・

M灰轡鞭と励雅弘如助7此鮮血β　は綿
ゴム勿議ノ軽電．促塵利であるが，叉木○リマ㌦斗二は′　新選作目狛ま思い。脇．

マグ孝シウA　オキサイド　の布き嵐妾腹禁漁胸奥は庶顔七の作周に礫って一

天照ゴムの勅席を促恵するもので磨る軋中解の加硫には′少し′
避盈櫓労費を礪して慮る。天然でム砂利席を選らせる鮒の殿酸や′　験健脚輿

は′　この登鮭貯リマーのCル　77　　ににま何らの彩管亀動筈tさブ緑色

予∴‥守一・‾ の明きこ覇者番族アミンは．鱒過でβ

戻一棟ク抑　銅口礫を親方にl賓止す名・この寧栗は′虜細岡にわたって
撃粧貯リマ一色貯寂して分＜孝を可能罷らしめるから．牽啓上．可成り．嚢

…’‾㍉∴∴言∴∴’∵∴∵∴二’∴一∵∴l■
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三次蕃

㌦過程

藍だ似

．：珪・－

ガレ

か押出

担舷を

与、十′、

舞台∴

てい‾覆

し摺る

されて

う．

虜で

．の

薮碍

〔未然

く工．∴．

乙って

＼し．

≡感頻

でめ

って

．嚢

読勿症

ブタ

ル㌧アミンの戻ア斬ル　の裾掛こ貯する棄止勤乗法・／紗C以エで域■
全くなくなってしまう．

く久一〆炉脱のコンパウンド描ける尊顔′反れ加療ゴムの腫喚〉
よ一ポリマーで硬鋼レ腐るコンペヴンド贋斜ぼ／天然グムの感合の劇と似

て慮る。天然ゴムの新鹿を魔力に遼東させる粁滋‘も扱且空也陀あのよ
う濫物療は　久一ポリマーでは不適産成分として腫らく．

カーボンアラヴグ揮．酸化亜鉛は．天界ゴムの場合周康一　教私剰‖㌦独九一

秒C品矛・肇妙適）乞して膠らぎ一旦っ鼻感電摩耗格統艦首付言する。天筑
ゴム呼での粘土や嗣筋の腫ら空に反して，それらは．或ポリマ叶に髭全にし

める妖・像好相戦抵求を椅っ物ケア飽ケ適　を壁掛出すっ未稀や姥の魔物
盤鮭はゴムより′　メポリマーによって′　よゾ岩倉に承れる。鉱物潜や，ヌチ

アリ二威，於夕一～レのような，大都令のす牽烈ノ　軒接骨‖ま或ポリマーに不溶

で′軟北洋酢はほとんど一覧いさ　仙ヶ　はJヌ′　㌦帝射落寮勢家臥ダト

ほとんど，斬叱作覇は思い。

鉱腰ゴムや類似のアスプア1レト狗磯は索寮帝はして堵らく承　郡牽聯儀の

櫛痩櫓艦敏には）はY心霊′　影響ぼ濃い．天祭でムヒ戻ポリマーに憲．稗剋

巧が日豊とんと梵いので誘名状＿　うまい具合にノ　果然ゴム塩戻ポリマ㌦中二．

寂払専し線名。

〈合成ヲテヅクス　〉

グてコd∵㍗レンはま　血　涙‰め　の廉廉筒　乳化剤の入フて屠る水で寂

するか．痺拝すると．直ちに乳化される⇒　奴来た乳濁覚は．忽ちに」だ食

に竜顔する。ポリマーは．懸濁又は／乳化されたままで．合成ラテックス曳

作り上げる．このヲチック香の周からノ東電寮思させてしまうと・衡こ簿し＼

凍寒塵の奪い．靡催アイiレムが狩るか　この7．日レムは，その膠疲軌　礫賊軍

檻寮の索で′　〆て珍泌苧物炒に　くて濁る9筋ち′歴カで′腐腫′
弾性求讃少，凍腐魔．鮮卑撃檻で．文辞牽可塑艦で奉るさベンゼソには膨潤

する軋溶け凱、。（鯛雛月ブ　タ〟grのグロロアレンを広口楓甲のぎ針

のオレイン酸ソーダ㌦老食む断の財♂矛巨の水車に；石動こ礫拝し平ら，郡え

て行くとエスきレジョン採．スムースに姐策為。しばらくして（酋適う♂倉穫つ

混合劫の濃度庄上帝レ酸め′　冷邸し思いと，グロロアレンの　B・P（手綱℃）

にすぐに盈する。室温で．⊇～訝碕項数嵐褒　尊命は馨了する．混合櫛は繁

努である．乳化留金牢の蟄度を諾意して額密すると一　何州なおの部得られる．

一一」二・一一
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声㍗Cの温贋では・このプロ也スは少なくとも　褒夢蹄牒閃，（餌よダ緒岡

内）に乾了する．反応はぼ浮に一　帯尊前河東あって／♂pCでは諷僚友♂～∠ク

倉である。乳濁瀬呼のグロてプアレンの豆合う栗原はノ　姥の蟄金の償金よ狛よる

かに（少蔑くども番勺よク樽）率い軍は鯛らかである，（乳檻普合の猪教は′

塗金塵′　垂ノ倉濱虜英に率い車を愚tl出せ，）少塗の藍敵の酸怨∴　乳化笹台車

に魂われ　この為に．貯薮動こポリマ｝ヲチヅクスは篠々に凝固する藤に在

る〇二の横間は・翌金乾了鹿にラテックスにダ濠のアンモニア（旦訝・gみ包）

を調える乙防ぎ得る・文′プ工ニルーβ－ナプヰーレアミソのよう思α九㍍一

也〃止　を髄え奄孝も倭まいヽ。この合成ラチ→ノクフしぼ．天然の功の

より・澄子の天空さ邪′ずっYJトさく招一である。鼠っ，糎な勿僚に

より早く濱逢して行く．絶って色々菟東関面が商ける竜顔であろう。

ぐ健のポリマー：8追え礼状椚マー〉

∴ハイ‥・・√1∴・ノノ・h了　ン・・・J、・ノ∴一ノノ・一∴・ノ∴′千・・；・　さこてで寸

存在でのグロロアレンの留金の藤倉，ベラタに仮にもの訳得られる〃　この

β拗a汝靡贋の輿蟄鱒鷺頗‖ま′冷蜂では′　賢い穐定形の非電化壁の鹿リ

で．緊蘭では（基がCで）軟らかい，打撃魔の事のと怒る〃要に温顔を上

がると．全くぺ＿夕べタした㊨のど掲する。

クロこ7アレンぼ又J轡，脇　檻物頃の乳湾でも尊者守る。

◎　グロロアレンの嚢合の形式をまとめるY．以下の畑ノブのおのに像る。

（牙ノ留を参照）

‾‾‾二∵＿ニーl∴■一二二‾－■‾一
二十、工∴ご∴∵・・了　・二・十一一一・・・l

（智　ノ　鴎）

グこコロ∵アレン港，矢祭ゴ、ムに此らべ．血　で，水の竣成や，譲二象に褒‾

する革範力栗太で溶リノ　密通虜化水素による膨潤が少頂く、多くのがズ〝逐

一42－
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諷碇も少思し＼。又、簡素，オゾンノ　感花水豪．薄地水素，その掩．多くの摘

草寮竃に好する凝薫畦も大きい。

◎　グロロアレンの各留金に及ぼす影響につL＼て

家　　件

温　　度

定　　　か

レン→書　モノマ‾→

β呆クリマー　ト畑離マー
ー一山TW両州州‾■‾’‾‾

十十十　善　十
！

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

十十

十　十十

ミ

ミ
亨

0　　　　　ミ

或ガリマー→ナ　モノで→

∴　丁・、、、・－

」＿

一ト　？

○　？

十十？

十

ム′凍¢リマー

潜熱筏紫外照

金属教痛で嚢金

額轡する。

＿．…＿「．」

篭

を

1

し

く

（芽）　十　和諾裡　　〇　勤果彩管敬し　　一一　着よ檻

れ㍍地肌若として∴ぺ塵に今顧されて濁る一　塊等硬の抑賽

（e一計f P搬アガサ酔い意黎摘圧して璃らき－
榊′　　ご　　　　●　　　　．　　　　．　・・一　　　　　　　　　、

・　　　　　二・

ノぱリマ一夜発毛太抒行書のである々節葛は禾翫疏ゴム・線素は都硫ゴムに

額当するものでからである。曳ポリマーはノα畑ノマ一塩薮の際の．中旬壁

域輝である。

〈プロ毛でレン〉

プロモフむレンの鰯針恵与　タロロブレンの重合の癒合と．大桑ば符も1ようで

ある水　領金濃厚が懐とんでわ藤倉　少し，大き1礫である．

次の琴似舷は一　これらの掬贋の撃蓼に感褒して．軍歌瑠璃いもので葬る。

●　・　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・’　　　　′・・・、●‥　　　・

観堤プロピレンには毘られ、射」。プロピレンは衛利恵触礁諌寒だするカ＼，数

、　・　　　　　　　　　・　　　　●　　・　　　　　　・■一・●・、　　■　　一　　　　　　一．　　●■

－　　、′・、．・、、　一七・・・

・　　　　　　　　　　・　　　　・　・　　　　　　∴・

（　肇’　戎　　剋　）
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擁必㌢紗が／ぼ轡部プ行プピレンに貯するのと同じ卿乗を／ソ′
アレンに隠して椅って腐る。経って′　サィニ抽象上の／膚のノ＼ロゲン原子の

馨だ毅覿杖る講檻懲東は■ハロゲン凛与か∴β庚奏上に診るブタジエンの虜

慶に暴いても．明らかに環わ斬るのであろう，

く額藍のジ工ン尊命に削ぎす彩管〉

ジ工ン類はその重合の親局の葵．生硬物の檻贋の兵で′　薄々雀多であ竃．

その為′　クロロブFレン乞プロモアレンがイソ了。レンより　留鹿渡賓一武′　簡段

に苧いと養う孝はジ㌦L＞輝の構渡と琶畜檻の解陳寵，発奮に輝粟する上に大

河なおのであろう。智之薯で拝．この勘こ就いての，老子のヂ〝ダーが威せ

ち弟て屠る。（これは一例にすぎ、海tl。）

これらのデーターカ＼ら慰謝した藩の次宿務に足るもので凝る王するなら．

CHユニCX－C再三CH之　の製の㊨の珠素竜泉いようで香るb　ここで′　×

‡芸アナレキル．ア畑レ．宴を疎11た言毒檻碁である。孝之崇は′　イソアレンの嚢

金遂痩冬草雄とした時の各ジ工ンの尊名巧相対濃度と碑渡の軒礫息示し監事

βである．莱した数値は再硯檻の不碓懲ア｝ダーがノ入って考毛から∴定馨的

歎輩箪性にいまとんで思いlようで葛る課．将幣駒筏登竜盈腰を元すものとレて

鞍笠っで奉ろう。

置換登のダイアは′八ロゲン，7工二世′　アーレキル′　の三つであ竃乃　ぎー

耽れクー励む仕出々ふZ／伽　を比べてみると′　これらの匪碑薮は

全て・都窪和栗を滞って＼1る背水解る．九・銘メチル巷は碑野に解くへプ　レ巷は

す叙リ熱い。フェニル巷は費に酸く．ベロア－ン壌はがく針くt Y像毛に絶って，碑啓

に敦く怒る。

定食電活性鄭泉は置換轟伏β射よ㌃栄泰工にノ　ある緒の炭．網らかに教わ

れる・掛ニア】レキ‡レ塞次あると′東山宇宿がある9　又．β尿素上の泰の遠檻

封賽を漸去る拘らさが素量。絶って大きい重合丞寮を緒為には．礪磯の庚乗

に，置襟塞償祈っては復ら掻い七億われ篭．

㌃双葉靡手エでの澄鞍昭はr　願に′′　兼茶系の　自二乾に指定する巷の筋東

室蘭努するものであるが′　これらの漫礫ジコニン類（C二三C岬C　ニC．

C＝C－C三。　C＝C｝－CニC）　　　　ふよ

。L諭　　　。言梅　　　は相によって空て承檻の突け
た変域閲を争える。

もう一つの狩剰徴軒家は71二二」レ婁t二倍るおので怒る砂βワエコ肛－ブタ

ジエンは．経常に翠く重合する岱′　藍庶甥の天野骨は，緒論堆め競肌である．

監威した少慶のポリマーは軟らか＼く．忍らく′　骨を登を雌穀的，低目ものと

－掴－
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思われろ。

二審棒の監成績ジュン類からのでムの合勘こ於tlては，野に覚季反応

【轡‰訝ノ脇うであって，ニ拙ま温度伏濁t、程激しい0
常忍では．イソアレンやグロぴアレンからの血　の壁戚護摩は．札寒

い1，然し／♂日でこのよっの秘が印形官金するに漣尊敬温度は矢々

札9♂dCとよ与やCで東リ，又，これらの温厚での生成御中のめン摘花のノぞ㌦せ

ントは　C政　友ク彰と／％以下で怒る。この率寒は轟愚息温度の電撃怒孝竜顔

鱒する軒の妾のであるっ　（未発）

前回の訂正　　　　　　　　　（観）　　　　　　　　　　　　（庶）

ヂ（■　：‾こ・－．：‥・・二　　　一・・∴．、　　　　・　・．・

戸7／　上か＼ら／行啓

ア7g　下から声2貯留

．ぐ下さt・・・t
J‥凡C．S

‡適・古称‰
∵．一・．　．＝

・！∴～‥了・‥　一十・　・　■　一・、

‥・・・′・J、．・　－‾　　　　　　　・　　　　て

い

　

∴

、

∵

どよ♂ゴ　ー⊇ぶ　（／9きノ〕

テク　－　ヨヲ　　く′′ヂヲ之）

●、一　　　　　　　　　、　　－



へ彗軒

き

寒
　
々
　
を
　
應

∴
　
十
・
い
′
・

ヾ揮＝麻雀ほし狛h
二回生　　矢　野　賀　彦

．・　　・・　・・・、　　　　＼．●ミ・＼・●

その肴は俺の礪婦碑をくすぐる

その昔射尊の下纏妾奄見させろ

右手がペイをグ、ソとつかをとき

権の癖はノ、リグアウトの蘭ゼ

書芸いよ♂ク♂∃象し

ジヤラジヤラジヤラYパイがすサリ急く

考の膏は俺のノ＼一卜をしめつける

その者は億の下野をし郡きれさす

右手がノヾイセリッヒつまむ王で

橙の碗絵ノ＼ソグダウンの綬だ

ま籠ぼりこんだ

．・　一・一・　　・　・　・一　ト　　一　一．・、

考の薯は俺のガデイ　をふる覚さす

その膏は俺の下隈を昔日れんさせる

：一二、　　　　∴・・・－：‥・：二　二、・’一

俺の姥は君リグンラヨヅクの窮だ

こら簸てんだ

－47－



触展うらばなし

泰郎窪瑠主で」ジャン
三回生　　堀　内　啓　蚤

繊陛隆の頂緊僕は紆泰A粧いわゆるどこdン，レ岬ヨンの材糸奨額の花巻強

卑しに．ペiレア琶演頚した日より竜骨の意磯だった。しかしその蕃労を打ち

破るだけの繁しみ老僕考は発だした。それ昔剋堆威曽臼うまく奈状号iけ監守

で碇覆い。その賓レみこそマージャン宮する楽し款だった。それまで礫はま

だ十偏にマージャン老知ら懸かった．‖わぽこの蘭画は僕にとって沫マージ

ャンの繋叱責商であったかもしれ覆1㌦

それはケィスコース電炉週する日に飴蔑ろ。蜃向直照寮の藤村も実額訳出

東低11，それで転乗舞解が兼にほろ。ところ訳粁効写るにはでうしても徹夜

をし思灯れば食ら息い．“徹夜して訝過する雄蕊らその間をぬってて㌧∵リセ

シでもやろう〝ヒ紅か課渡来した。全寮髄それに向覆した。浅，〝潮路この線

にしてただ蹄圃もつ成す率を竃網化して塘められたのぞ。次の日はまともに

笑顔葦や鉱泉たみのでは患い。或る為は蜃酌に帰宅してしまっ牽F Lかい治

めだレたらやめられ思いの部．ノくケンコ・マージャン，薯∴）穴の日も又やつ

た。九時吸ます夜食をYる。夜食裸像11緒は患い＼れのサツマイモを食べる．

二の棟に腹巻かくらしては．奨額の圃琶見てマー夢やンに頚至親しに，野繍乗

解釈を髭っ濫尊は後にうまく糸状狛ナた孝からしても解ら町低率ぜった。

観終夜七日雇前から併らはっきだ日月こ。Y＿電うのは督賓で食掛を仕入れる

松賓が思く罷ったからだ．本部の首から　日時噴射こはると夜食が乗る。凍り

多くでは徴かっtp　しかし礫尊にある硬♂議定威官尊えたゥ　それは償尊は天

体に於いて1淀んでいるのに．夜食だけは纏人数に食べられたから牒㌦　この頃

に怠ると究韓そこのけでマージーヤンに節ん管。（この蹄の姓亨は．紆泉横の啓

稲のP7月の溶解鞍った）だ＼、乞いメンバーは人疲れでも哲白倉～占八熱は

il七。それでやってい思11億がそれらの陸軍老してい手三の百㌔

マージャン令は机ノ　毛布のかわ少に篠毛のボ2枚の寮額葱だっ菅∴　一夜する

ヒ臥1突解義も濃く怒る8　するY次の辛辣感官出してくる。それ課悪感乾の

であろう七三密生のであろうY丈卜たっぱLからっガ＼つ七。

この殊に盈戦の甲斐あって姐鮭濠終了した梓には各人Yも一棟乞椀をあげ

ていた夜に思われた．
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九吊に予定して1ニ　C aれ和才？．畿藍夜在ででノ雪ブラン

クに甘リ．本草衆後の励みL　として本日やつと努轟けする二

Y課できました。

賦練巌と葛えば，本考は観鮭漁狩葉として数軍の壕額を¢せ

ること水できましたが′　もっと各部からの応募を親降していま

した溌これだけに終りました．耕終夜は曽ん竃の儀刀により　一

まず天双頭を封さめること次できましたが，それ葛藤の戚乗法

と毛再考として，Cん山作　の一つの大き竃目櫓でもある．お瓦い

きよく草野し，嶋々の工かレギ一粒紫するきっかけYしてその

戚席は争犬でした，この緒の雀啓参我々の草鞋壁議の閏でお安

い1着日出ヒ怠る㊨βと脛嬉教します㌦

水軍より脇締壌宣駁革は＝園勘こ移され′　二才産着謡え

リました。まだ親身不認定＿蔑後渡に盟をゆすって下さった勇断

蕊威激し，衷々薇渡も筆太のナノムワーク呈屠輝してC風諭～

の目的のため商務竃深窓でいます．皆さんの廓磯カを金額い教

主．、ま　t．

法事，郵髭針盈り潔考は班回生狩集というようは妾の思めざし

たLlと患いますので，田㊨藍の奄声を卵椅してやみま吐ん。
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